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主なお知らせ
18年度  主な事業の報告
４月から新しい奨学金制度

（平成１9年）2007

産廃処分場建設反対デモ行進
（２月 24 日）
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国道２６２号バイパス国道２６２号バイパスがが

開通します!!開通します!!

注意！バイパスの開通に伴い、萩警察署前交差点の運行方法や信号機の表示
方法が変わりますので、通行の際はご注意ください。

　

市
街
地
か
ら
萩
有
料
道
路
を
一

直
線
に
結
ぶ
「
一
般
国
道
２
６
２

号
萩
バ
イ
パ
ス
」（
萩
警
察
署
前

交
差
点
〜
中
国
電
力
萩
営
業
所

間
）
は
、
一
般
国
道
２
６
２
号
の

交
通
渋
滞
解
消
と
歩
行
者
・
自
転

車
走
行
の
安
全
性
の
向
上
な
ど
を

目
的
に
、
平
成
５
年
か
ら
山
口
県

に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
、現
在
、

一
部
区
間
に
つ
い
て
供
用
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
椿
西
橋
（
椿
）
ま

で
の
1.5
㎞
が
開
通
し
、
３
月
24
日

に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、交
通

機
能
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
向
上
、

地
域
間
の
人・
物
の
交
流
の
一
層
の

推
進
が
図
ら
れ
、地
域
の
交
通・
生

活
基
盤
の
整
備
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
バ
イ
パ
ス
整
備
の
効
果

◦
車
道
が
広
く
な
り
、
市
街
地
ま

で
の
時
間
も
短
縮
さ
れ
ま
す
。

◦
歩
道
も
4.0
ｍ
と
広
く
、電
柱
も
な

い
た
め
、歩
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

◦
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
た
「
大

屋
土
原
線
沿
線
景
観
協
議
会
」（
住

民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
な
ど
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
、「
観
光
都
市
萩
」

の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
形

成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◦
将
来
的
に
は
、「
萩
・
三
隅
道
路
」

萩
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
や
地
域
高
規
格

道
路
「
小
郡
萩
道
路
」
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

【
道
路
概
要
】　

延
長
1.9
㎞（
今
回
の

開
通
は
1.5
㎞
）、幅
員
25
ｍ（
４
車
線
）

【
事
業
期
間
】　

平
成
５
年
度
〜
21

年
度

【
全
体
総
事
業
費
】　

約
１
２
０
億
円

萩駅

萩三隅線

萩有料道路↓

至山口

至益田

至長門 萩篠生線
松陰大橋

萩三隅線

萩有料道路↓

至山口

至益田

至長門 萩篠生線
松陰大橋

椿大橋
L=151.5m

一
般
国
道
２
６
２
号

萩
バ
イ
パ
ス
　

Ｌ
＝
1.5
㎞

椿大橋
L=151.5m

椿西橋椿西橋

藍場川
駐車場
藍場川
駐車場

橋
本
川

松
本
川

一
般
国
道
２
６
２
号

萩
バ
イ
パ
ス
　

Ｌ
＝
1.5
㎞

椿大橋 広くなった車道・歩道

■
開
通
式

■
と
き　

３
月
24
日
（
土
）

■
式
典
会
場　

▽
午
前
10
時
30
分

〜　

▽
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
記
念
行
事　

▽
午
前
11
時
〜　

▽
椿
大
橋
（
川
島
地
区
側
）　

▽

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
渡
り
初
め
、
祝

賀
パ
レ
ー
ド
等

※
一
般
車
両
の
通
行
は
、
午
後
２

時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
土
木
建
築
事

務
所
（
２
２
・
０
０
４
３
）

交通渋滞解消に期待

３月

24日

注意！バイパスの開通に伴い、萩警察署前交差点の運行方法や信号機の表示
方法が変わりますので、通行の際はご注意ください。

川 島

椿

藍場川駐車場

椿大橋
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建
設
反
対
総
決
起
集
会
を
開
催

福
栄
地
域
の
ゴ
ル
フ
場
建
設

予
定
地
に
計
画
さ
れ
て
い

る
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設

に
反
対
す
る
「
萩
・
福
栄 

水
と

命
を
守
る
会
」（
会
長
：
阿
武
康

延
）
が
、
２
月
24
日
、
市
民
館

で
建
設
反
対
総
決
起
集
会
を
開
催

し
、
建
設
に
反
対
す
る
24
団
体
や

反
対
決
議
を
可
決
し
た
市
議
会
議

員
、
市
民
な
ど
約
１
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

◇
福
栄
地
域
の
産
廃
処
分
場
建
設
計
画

守
る
た
め
に
断
固
反
対
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
野
村
市
長
、
青
木
市

議
会
議
長
、
地
元
選
出
の
県
議
会

議
員
か
ら
「
一
緒
に
建
設
反
対
へ

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
激

励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
羽
賀
台
共
同
生
産
組

合
、
大
井
羽
賀
町
内
会
、
前
小
畑

一
区
町
内
会
の
代
表
者
が
「
断
固

反
対
・
絶
対
阻
止
」
と
決
意
表
明

し
、「
水
と
命
！
守
ろ
う
次
世
代

の
子
の
た
め
に
」
と
い
う
集
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
一
致
で
採
択
。

　

堀
洋
太
郎
副
会
長
が「
ふ
る
さ

と
萩
の
す
ば
ら
し
い
自
然
と
豊
富

な
地
下
水
源
を
環
境
汚
染
か
ら

守
っ
て
い
く
た
め
に
、こ
こ
に
福
栄

羽
賀
台
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
建
設
を
断
固
反
対
す
る
」と
い

う
集
会
決
議
を
読
み
上
げ
、参
加

者
全
員
に
よ
る「
ガ
ン
バ
ロ
ー
コ
ー

ル
」で
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

御
許
町
交
差
点
の
北
西
側
の

コ
ー
ナ
ー
に
、
今
、
菜
の
花
が
満

開
。
行
き
交
う
人
の
目
を
大
い
に

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。
来
萩

者
か
ら
「
交
通
の
激
し
い
交
差
点

の
そ
ば
で
菜
の
花
が
、
私
達
を
温

か
く
迎
え
て
く
れ
る
。
市
の
施
策

で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
。「
い

や
い
や
こ
れ
は
、
唐
樋
町
の
皆
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果

で
す
よ
」
と
応
答
。
町
内
の
皆
さ

ん
の
提
案
に
、
国
土
交
通
省
が
、

道
路
用
地
と
腐
葉
土
等
を
提
供
す

る
と
い
う
粋
な
取
り
計
ら
い
。
後

方
に
網
を
か
ぶ
っ
て
い
る
夏
柑
は

萩
市
が
植
栽
。
町
内
の
皆
さ
ん
と

行
政
の
合
作
事
業
で
は
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
唐
樋
町
内
会
の
主
導

の
事
業
。
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
手
法
で
国
道
美
化

に
努
め
て
い
る
も
の
を
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ロ
ー
ド
」と
言
う
そ
う
だ
。

　

他
地
で
は
、
多
く
展
開
中
と
聞

く
が
、萩
市
で
は
初
め
て
の
試
み
。

唐
樋
町
で
始
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ロ
ー
ド
の
新
し
い
運
動
が
、
市

内
各
地
に
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.23

集
会
後
、
ゴ
ミ
弁
連
（
た
た

か
う
住
民
と
と
も
に
ゴ
ミ

問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
弁
護
士
連

絡
会
）
に
加
入
さ
れ
、
多
く
の
産

廃
処
分
場
建
設
差
し
止
め
の
訴
訟

に
携
わ
っ
て
い
る
坂
本
博
之
弁
護

士
を
講
師
に
招
き
、「
処
分
場
の

問
題
と
た
た
か
い
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

処
分
場
問
題
に
対
す
る
戦
い
や

処
分
場
問
題
と
法
的
手
続
き
、
各

地
の
ゴ
ミ
処
分
場
に
つ
い
て
の
裁

判
例
等
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、「
萩

市
の
今
の
状
況
は
、
業
者
が
県
に

事
前
協
議
書
提
出
の
準
備
を
し
て

い
る
段
階
。
あ
き
ら
め
ず
、
絶
対

に
造
ら
せ
な
い
と
い
う
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
、
粘
り
強
く
戦
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
集
会
に
参
加

し
た
約
３
０
０
人
が
市
内
を
デ
モ

行
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
建
設

反
対
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

建
設
反
対
総
決
起
集
会
を
開
催

ふ
る
さ
と
萩
の
す
ば
ら
し
い
自
然
と
豊
富
な
地

下
水
源
を
環
境
汚
染
か
ら
守
っ
て
い
く
た
め
に

　

集
会
で
は
、
阿

武
会
長
が
「
地
下

水
を
飲
料
水
や
農

業
用
水
に
使
用
し

て
お
り
、
建
設
さ

れ
る
と
そ
の
水
が

汚
染
さ
れ
住
民
の

健
康
へ
の
不
安
、

農
水
産
業
へ
の
風

評
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
。
水
と
命
を
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萩
市
が
実
施
し
た
主
な
事
業

平
成
18
年
度
に
萩
市
が
実
施
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
う
ち
、
今
年
度
完
了
す
る
主
な
事
業
を
報
告
し
ま
す
。

※
田
町
商
店
街
の
駐
車
場
整
備
や
大
島
地
区
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備
な
ど
、
す
で
に
市
報
で
掲
載
し
た

事
業
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

教 育

育英小学校整備事業 ー３月18日に竣工式ー

校
舎
の
老
朽
化
に
よ
り
、
平

成
17
年
度
か
ら
改
築
工
事

を
進
め
て
き
た
育
英
小
学
校
の
新

校
舎
が
完
成
し
、
３
月
18
日
に
竣

工
式
を
行
い
ま
す
。

　

育
英
小
学
校
は
、
育
英
館
を
前

身
と
し
、明
治
６
年
（
１
８
７
３
）

に
領
主
益
田
氏
か
ら
寄
附
を
受

け
、
学
制
の
改
革
に
よ
り
須
佐
小

学
校
と
し
て
開
校
し
た
約
２
７
０

年
の
歴
史
を
持
つ
学
校
で
す
。

【
工
事
概
要
】

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

・
延
べ
床
面
積　

２
６
２
５
㎡　

【
総
事
業
費
】
７
億
２
２
２
７
万
円

■
竣
工
式　

▽
３
月
18
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
▽
育
英
小
学
校

■
施
設
の
特
徴

①
多
様
な
学
習
形
態
に
対
応
で
き

る
よ
う
低
・
中
・
高
学
年
ご
と
に

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
普
通

施設見学会を
開催します

旭
・
川
上
地
域
の
救
急
業
務
は
、

萩
市
消
防
署
か
ら
救
急
車

が
出
動
し
て
い
ま
す
が
、佐
々
並
地

区
や
川
上
地
域
の
一
部
で
到
着
ま
で

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
区
の
救
急
業
務
の

迅
速
化
を
図
る
た
め
、佐
々
並
地

区
の
旭
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前
に
萩

市
消
防
署
佐
々
並
分
遣
所
を
建
設

し
、
４
月
１
日
か
ら
業
務
を
開
始

し
ま
す
。

　

こ
の
分
遣
所
に
は
、
10
人
の
消

防
署
員
を
配
置
し
、
３
人
が
24
時

間
体
制
で
常
駐
し
ま
す
。
ま
た
、

高
度
救
命
機
材
を
搭
載
し
救
急
救

命
士
が
高
度
な
救
命
処
置
が
で
き

る
高
規
格
救
急
車
と
指
揮
広
報
車

を
配
備
し
ま
す
。

【
工
事
概
要
】

・
鉄
骨
平
屋
建　

３
６
６
㎡

【
総
事
業
費
】
約
９
５
０
０
万
円

■
竣
工
式　

▽
３
月
31
日
（
土
）

午
前
11
時
〜　

▽
佐
々
並
分
遣
所

４月１日から業務開始！

平成18年度

須 佐 地 域

教
室
エ
リ
ア
を
設
置
し
ま
し
た
。

②
内
装
お
よ
び
外
装
の
一
部
に
地

域
産
の
木
材
を
多
く
使
用
し
て
い

ま
す
。

③
調
理
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
た
多
目

的
室
や
、
音
楽
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
は
、
地
域
に
開
放
し
ま
す
。

■
育
英
館　

　

享
保
年
間
（
１
７
１
６
〜
１
７

３
５
）、
益
田
家
第
27
代
元
道
が
、

品
川
希
明
に
家
臣
の
子
弟
に
文
武

の
道
を
講
じ
さ
せ
た
こ
と
が
開
学

の
契
機
で
、
そ
の
後
、
学
舎
の
拡

張
と
と
も
に
庶
民
の
子
弟
も
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　

松
下
村
塾
と
も
密
接
な
関
係
を

保
ち
、
久
坂
玄
瑞
、
伊
藤
博
文
、

品
川
弥
二
郎
、
山
田
顕
義
な
ど
明

治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
逸
材

た
ち
と
塾
生
を
交
換
し
て
、
そ
の

学
風
精
神
を
伝
え
ま
し
た
。

　完成した育英小学校校舎を市民の皆さんに公開します
■とき　３月25日（日）　午前10時～午後３時
■ところ　育英小学校（国道１９１号中津交差点から須佐図書館
　　　　　方面に約３００m 先右手）
■問い合わせ　教育委員会須佐地域事務所（０８３８７・６・３６６３）

消 防

佐々並分遣所建設事業 ー３月31日に竣工式ー

旭 地 域
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藍場川駐車場整備工事

ー３月末完成ー

堀内地区電線類
地中化工事

藍
場
川
周
辺
の
観
光
施
設
へ

車
で
容
易
に
行
け
る
よ

う
、
国
道
２
６
２
号
バ
イ
パ
ス
沿

い
の
旧
酔
月
跡
地
（
川
島
）
に
、

大
型
車
２
台
、
普
通
車
６
台
（
う

ち
身
障
者
用
１
台
）
が
収
容
可
能

な
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
ま
ぁ
ー
る

バ
ス
の
停
留
所
に
も
活
用
さ
れ
ま

す
。

【
事
業
期
間
】
平
成
16
〜
18
年
度

【
総
事
業
費
】

約
３
１
６
０
万
円
（
う
ち
交
付
金

１
８
５
万
円
）

福
栄
地
域
内
に
安
全
で
安
定

的
に
水
を
供
給
す
る
た
め
、

簡
易
水
道
お
よ
び
営
農
飲
雑
用
水

供
給
施
設
の
観
測
デ
ー
タ
を
福
栄

総
合
事
務
所
で
24
時
間
一
括
監
視

す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
17
〜
18
年
度

【
総
事
業
費
】
約
９
０
４
０
万
円

乳
児
保
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、調
乳
室
等
を
増
築
し
、調

理
室
や
ト
イ
レ
等
を
改
修
し
ま
し

た
。

【
総
事
業
費
】
８
８
８
万
円 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
堀
内
地
区
の
交
通
安
全

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
歴
史

的
空
間
を
演
出
す
る
た
め
、
萩
博

物
館
周
辺
道
路
の
電
線
類
地
中
化

お
よ
び
景
観
に
配
慮
し
た
防
犯
灯

の
設
置
、
側
溝
の
美
装
化
等
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
16
〜
18
年
度

【
総
事
業
費
】

約
２
億
６
６
６
０
万
円
（
う
ち
交

付
金
約
１
０
６
６
万
円
）

○
田
万
川
地
域（
昨
年
７
月
完
成
）

　

平
山
台
の
果
樹
園
の
防
蛾
対
策

と
し
て
、
防
蛾
灯
を
設
置
し
、減
農

薬
栽
培
の
推
進
と
果
樹（
梨
、桃
）の

生
産
量
の
安
定
化
を
図
り
ま
し
た
。

【
事
業
概
要
】
防
蛾
灯
（
10
農
園
）

３
７
１
ａ

【
総
事
業
費
】
１
１
６
６
万
円

○
む
つ
み
地
域
（
３
月
末
完
成
）

　

振
興
作
物
で
あ
る
ト
マ
ト
の
栽

培
管
理
施
設
を
整
備
し
、
生
産
性

の
向
上
に
よ
る
経
営
の
安
定
、
後

継
者
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

【
事
業
概
要
】
ト
マ
ト
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
（
３
か
所
）
約
45
ａ

【
総
事
業
費
】
２
４
１
５
万
円

多
様
な
生
態
系
や
美
し
い
景

観
な
ど
農
業
・
農
村
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
自
然
再
生
の
視
点
か
ら
環
境

創
造
型
の
農
地
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

【
工
事
概
要
】
ほ
場
整
備
（
1.3
　

ha
）、

農
業
用
用
排
水
路
・
橋
り
ょ
う
・

遊
歩
道
・
ビ
オ
ト
ー
プ
（
水
遊
び

が
で
き
る
広
場
）
の
整
備
、東
屋
・

回
転
場
・
案
内
板
の
設
置

【
事
業
期
間
】
平
成
16
～
18
年
度

【
総
事
業
費
】
１
億
２
３
０
万
円

景 観

堀内地区電線類
地中化工事

ー３月末完成ー萩 地 域

観 光

藍場川駐車場整備工事
ー３月24日完成ー萩 地 域

農林業
ー３月末完成ー

旭 地 域

田園自然環境保全整備事業御
おくらまわり

蔵廻地区

やまぐちの多彩な園芸産地育成事業

農林業 田万川・むつみ地域

水 道
ー３月末完成ー

福 栄 地 域

水道施設中央監視
システム工事

福 祉
ー昨年12月完成ー

川 上 地 域

川上保育園施設改修事業
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平和橋橋りょう整備事業平和橋橋りょう整備事業

経
年
に
よ
り
、
鉄
筋
の
腐
食

が
進
み
、
危
険
な
状
態
で

あ
る
た
め
、
上
部
工
の
架
替
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

【
工
事
概
要
】

・
延
長
8.4
ｍ
、
幅
員
５
～
5.3
ｍ

【
総
事
業
費
】
約
９
０
０
万
円

姥
倉
運
河
に
架
か
り
新
川
地

区
と
鶴
江
地
区
を
結
ぶ
平

和
橋
は
、
老
朽
化
に
よ
り
危
険
な

状
態
で
あ
る
た
め
、
架
替
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

【
工
事
概
要
】

・
延
長
36
ｍ
、
幅
員
５
ｍ　

【
事
業
期
間
】
平
成
15
～
18
年
度

（
仮
橋
撤
去
は
19
年
度
に
実
施
）

【
総
事
業
費
】
約
４
億
２
０
０
０

万
円

■
開
通
式　

▽
３
月
30
日
（
金
）

午
前
11
時
〜　

▽
新
川
西
区
児
童

遊
園
地

※
一
般
車
両
の
通
行
は
、
午
後
１

時
か
ら
の
予
定
で
す
。

橋 ー３月30日開通式ー萩 地 域

橋

清水橋橋りょう整備事業
ー３月末完成ー須 佐 地 域

市
道
交
差
点
と
Ｊ
Ｒ
線
の
踏

切
が
近
く
、
通
行
に
危
険

が
あ
る
た
め
、
踏
切
部
分
と
交
差

点
の
改
良
工
事
を
行
い
、
安
全
性

の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

【
工
事
概
要
】
延
長
２
１
０
ｍ
、

幅
員
５
～
6.5
ｍ

【
事
業
期
間
】
平
成
17
～
18
年
度

【
総
事
業
費
】
約
７
０
０
０
万
円

鈴
野
川
地
区
の
主
要
な
生
活

道
路
で
あ
る
馬
取
線
は
、

幅
員
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
で
見
通

し
が
悪
い
箇
所
が
多
い
た
め
、
拡

幅
工
事
を
行
い
、
交
通
の
安
全
と

円
滑
化
を
図
り
ま
し
た
。

【
工
事
概
要
】
延
長
１
１
６
０
ｍ
、

幅
員
５
ｍ

【
事
業
期
間
】
平
成
15
～
18
年
度

【
総
事
業
費
】
約
３
億
５
０
０
０

万
円

国
道
１
９
１
号
か
ら
前
小
畑

地
区
に
入
る
進
入
道
路
は
、

入
口
付
近
に
踏
み
切
り
が
あ
り
通

行
が
危
険
で
幅
員
も
狭
い
た
め
、

バ
イ
パ
ス
と
し
て
道
路
を
整
備
し
、

前
小
畑
地
区
の
交
通
の
安
全
と
円

滑
化
を
図
り
ま
し
た
。

【
工
事
概
要
】
延
長
４
４
０
ｍ
、

幅
員
４
～
９
ｍ

【
事
業
期
間
】
平
成
15
～
18
年
度

【
総
事
業
費
】
約
１
億
１
０
０
０

万
円

道 路

馬
うまとり

取線道路改良事業

須 佐 地 域

道 路

無田ヶ原口前小畑線
道路整備事業

ー３月末完成ー萩 地 域

ー３月末完成ー

道 路

須佐地線道路改良事業
ー３月末完成ー田万川地域
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　介護保険の制度改正により、昨年４月から介護予防の新しいサービ
スが始まりました。
　市では、昨年４月に萩地域に西地域包括支援センター（対象：萩・
川上・むつみ・旭・福栄地域）、須佐地域に東地域包括支援センター（対
象：田万川・須佐地域）を設置し、新しい介護予防サービスのケアマ
ネジメントをはじめ、高齢者の生活を支える総合的機関として、総合
相談・支援等に取り組んでいます。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
新
予
防
給
付
の

　
　
　
　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

　

要
支
援
者
が
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
を
適
切
に
利
用
で
き
る

よ
う
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

等
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
今
年
１
月
末

時
点
で
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件

数
は
、西
地
域
で
約
３
４
０
件
、

東
地
域
で
64
件
で
す
。

○
地
域
支
援
事
業

　

５
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
基

本
健
康
診
査
の
結
果
と
本
人
が

記
入
し
た
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
の
対

象
と
な
ら
な
い
が
要
支
援
・
要

介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
７
月
か
ら
介
護
予

防
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
東
・
西
両
地
域

で
運
動
器
の
機
能
向
上
・
口
腔

機
能
向
上
・
栄
養
改
善
・
認
知

症
予
防
等
の
事
業
に
96
人
の
方

が
延
べ
７
４
６
回
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
健
診
を
受

診
さ
れ
な
い
等
に
よ
り
対
象
者

が
十
分
把
握
で
き
ず
、
事
業
に

参
加
す
る
高
齢
者
も
少
な
い
状

況
で
す
。

　

今
後
は
、
多
く
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
介
護
予
防
の
重
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
積
極
的

に
事
業
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

高
齢
者
虐
待

4

4

4

4

4

、
認
知
症

4

4

4

に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
！

　介護保険の制度改正により、昨年４月から介護予防の新しいサービ
スが始まりました。
　市では、昨年４月に萩地域に西地域包括支援センター（対象：萩・
川上・むつみ・旭・福栄地域）、須佐地域に東地域包括支援センター（対
象：田万川・須佐地域）を設置し、新しい介護予防サービスのケアマ
ネジメントをはじめ、高齢者の生活を支える総合的機関として、総合
相談・支援等に取り組んでいます。

介
護
予
防

　

昨
年
４
月
か
ら
今
年
２
月
ま

で
に
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
は
、
西
地
域
で
約

３
６
０
０
件
、
東
地
域
で
約

３
０
０
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
一
番
多
い
相
談

は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
つ
い
て
で
す
が
、最
近
で
は
、

高
齢
者
へ
の
虐
待
の
相
談
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

族
関
係
や
地
域
の
人
間
関
係
に

よ
る
相
談
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
介
護
支
援
専
門
員
の
研
修

や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
勉
強

会
、
各
関
係
機
関
と
の
連
絡
会

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
包
括

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

総
合
相
談
・

支
援
等

○
介
護
予
防
（
口
腔
ケ
ア
）

　

高
齢
者
の
直
接
死
因
で
多

い
の
が
肺
炎
で
す
。中
で
も
、唾

液
と
と
も
に
口
腔
内
の
細
菌
も

誤ご
え
ん嚥
す
る
誤
嚥
性
肺
炎
が
多
く
、

こ
の
予
防
に
有
効
な
口
腔
ケ
ア
の

必
要
性
を
歯
科
医
師
会
と
協
力

し
て
普
及
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

○
高
齢
者
虐
待
対
策

　

高
齢
者
虐
待
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
多
く
は
認
知
症
の

症
状
の
あ
る
方
へ
の
介
護
者
の

虐
待
で
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、「
地
域
高
齢
者
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
関
係
機

関
だ
け
で
な
く
地
域
に
広
げ
、

虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
認
知
症
対
策

　

認
知
症
が
近
年
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
「
地
域
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
よ
る
地
域
で
支
援
で
き
る
体

制
づ
く
り
、
成
年
後
見
制
度
等

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
総
合
的
機
関

の
取
組
状
況

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

［萩・川上・むつみ・旭・福栄地域］萩市西地域包括支援センター（２５・３５２１）
［田万川・須佐地域］萩市東地域包括支援センター（０８３８７・６・２０１８）

問い
合わせ
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守永洋子・石川幸子大学等奨学金

将来萩市で働く
医師・看護師・教師を目指す学生に奨学金を給付します！

３月26日まで願書を受け付けます！

企画課
（２５・３５６９）

■ライフデザイン学部　ライフデザイン学科

４月から
新しい
奨学金

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、大
学
進
学
の
皆
さ
ん
を
対
象
に「
守
永
洋
子
大
学
進
学

奨
学
金
」（
寄
附
者
：
石
川
幸
子
氏
）を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、名
称
を「
守
永
洋
子
・
石
川
幸
子
大
学
等
奨
学
金
」に
改
め
、守
永
・石
川
両
氏
の
功
績
を
顕
彰
す

る
と
と
も
に
、寄
附
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
と
看
護
師
等
の
人
材
の
確
保
を
目
的
に
、

従
来
の
奨
学
金
制
度
に
加
え
、人
材
育
成
に
か
か
る
事
業
お
よ
び
将
来
萩
市
で
働
く
医
師
・
看
護
師
・
教
師
を
目

指
す
学
生
に
新
た
な
奨
学
金
の
給
付
を
実
施
し
ま
す
。

※
奨
学
金
の
原
資
と
な
っ
て
い
る
萩
市
大
学
進
学
奨
励
基
金
は
、「
守
永
・
石
川
基
金
」に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

医師を目指す方
対象者　①大学（自治医科大、夜間学部、
通信教育学部、専攻科、別科、大学院、短
期大学を除く）の医学部、またはこれに相
当する学部に在学する１年生で、向学心
に富み、将来医師として萩市で働く方
②当該奨学生の保護者が萩市に引き続
き５年以上住所を有していること
募集予定人員　１人
給付期間　大学に在学する期間（６年
を限度）
給付額　年額 120 万円

看護師を目指す方
対象者　①萩看護学校に在学する１年
生で、向学心に富み、将来看護師として
萩市で働く方
②当該奨学生の保護者が萩市に引き続
き５年以上住所を有していること
募集予定人員　３人
給付期間　萩看護学校に在学する期間

（３年を限度）
給付額　年額 30 万円

教師を目指す方
対象者　①大学（夜間学部、通信教育
学部、専攻科、別科、大学院、短期大
学を除く）の教育学部、またはこれに
相当する学部に在学する１年生で、将
来教師として萩市で働く方
②当該奨学生の保護者が萩市に引き続
き５年以上住所を有していること
募集予定人員　２人
給付期間　大学に在学する期間（４年
を限度）
給付額　年額 50 万円

大学進学の方
対象者　①大学（夜間学部、通信教育
学部、専攻科、別科、大学院、短期大
学を除く）に在学し、向学心に富み有
能な資質を有し、経済的な理由により
修学が困難な方
②当該奨学生の保護者が萩市に引き続
き５年以上住所を有していること
③他の奨学金の給付を受けていないこと
募集予定人員　12 人
給付期間　大学に在学する期間（４年
を限度）
給付額　年額 30 万円

従来の奨学金制度

■給付事業

人材育成事業
長州ファイブジュニア英国派遣
　昨年に続き、次代を担う市内中学生
を長州ファイブが学んだイギリスへ派
遣し、国際的視野を広め、語学力向上
と文化的交流を深めるために、語学留
学研修を実施します。
※詳細は市報５月 15 日号でお知らせ
します。

山口福祉文化大学進学奨学金
対象者　山口福祉文化大学に入学見込みで、向学心に富み有能な資質
を有し、経済的な理由により修学が困難で、次の要件を満たしている方
①当該奨学生の保護者が萩市に引き続き５年以上住所を有していること
②他の奨学金の給付を受けていないこと
募集予定人員　１学年５人程度
給付期間　大学に在学する期間（４年を限度）
給付額　年額 30 万円
募集期間　新１年生：４月５日まで（受付中）、新２年生以降：４月３日〜４月10日

従来の奨学金制度

出題区分 出願期間 試験日 選抜方法
一般選抜（後期日程）

3/26
（月）
まで

3/30
(金）

国語（国語基礎力テスト）・面接・
小論文・書類選考

大学入試センター
試験利用選抜
(後期日程）

全ての受験科目（英語はリスニ
ングを含む）より、２教科２科目
選択・面接・書類選考

申し
込み

問い
合わせ

■問い合わせ　萩国際大学学務課（２４・４０００）

◆募集期間  ４月２日〜26日

３年ごとに募集
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市
で
は
、
現
在
、
中
小
企
業
者

の
事
業
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

運
転
資
金
や
設
備
資
金
を
融
資
す

る
「
萩
市
中
小
企
業
長
期
経
営
安

定
資
金
制
度
」
を
萩
地
域
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
対
象
を
市
全
域

に
広
げ
る
ほ
か
、
融
資
限
度
額
を

１
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
、
保

証
人
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
旧
町
村
で
実
施

し
て
い
た
「
商
工
業
振
興
対
策
資

金
利
子
補
給
制
度
」
は
廃
止
し
ま

す
。

■
取
扱
金
融
機
関　

山
口
銀
行
、

西
京
銀
行
、
も
み
じ
銀
行
、
萩
信

用
金
庫

■
申
請
方
法　

商
工
課
ま
た
は
取

扱
金
融
機
関
備
え
付
け
の
申
請
書

を
商
工
課
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）、

山
口
県
信
用
保
証
協
会
萩
支
店

（
２
５
・
２
０
１
０
）、
取
扱
金
融

機
関

萩
市
中
小
企
業

長
期
経
営

安
定
資
金
制
度

運転資金・設備資金 資金使途 運転資金・設備資金

次の全ての要件を満たしている個人または法人
①旧萩市内に住民登録している方または
　登記している事業所
②旧萩市内で 1 年以上の事業経歴があ
　り、中小企業信用保険の対象業務を営
　んでいるもの
③申込時に市税の滞納がないもの

対象者

次の全ての要件を満たしている個人または法人
①市内に住民登録している方または登記
　している事業所
②市内で 1 年以上の事業経歴があり、中
　小企業信用保険の対象業務を営んでい
　るもの
③申込時に市税の滞納がないもの

○普通資金：600 万円
○無担保・無保証人資金：350 万円 融資限度額 1,000 万円

年 2.0％以内 融資利率 年 2.0％以内

市が負担 保証料 市が負担

○運転資金：５年以内
○設備資金：７年以内
　（１年以内の据え置き期間を含む）

融資期間
○運転資金：５年以内
○設備資金：７年以内
　（１年以内の据え置き期間を含む）

必要（１人以上） 保証人 不要

　

市
で
は
、
現
在
、
田
万
川
・
須

佐
の
両
地
域
で
運
行
し
て
い
る
路

線
バ
ス
の
運
行
体
系
を
見
直
し
、

新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
両
地
域
間
を
結
ぶ
循
環

バ
ス
を
４
月
１
日
か
ら
運
行
し
ま

す
。

　

運
行
ル
ー
ト
は
、
弥
富
地
区
を

起
点
に
、
須
佐
地
域
か
ら
田
万
川

地
域
へ
向
か
う
「
右
回
り
」
と
、

田
万
川
地
域
か
ら
須
佐
地
域
へ
向

か
う
「
左
回
り
」
で
運
行
し
ま
す
。

■
料
金　

１
５
０
円
〜
４
０
０
円

（
乗
車
距
離
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

田
万
川
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

（
０
８
３
８
７･
２･

０
３
０
０
）

須
佐
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

（
０
８
３
８
７･
６･
２
２
１
２
）

■循環バスの運行ルート

融
資
額
を
１
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
！

保
証
人
も
不
要
！

現 在 ４月から

市
全
域
で
実
施
し
ま
す

を結ぶ循環バスを
運行します !!

田万川・須佐地域
から

４月

から
４月
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入院する場合「限度額適用認定証」の
交付を申請してください！
　今まで70 歳未満の方が入院したとき、医療費の３割（３歳未満は２割）を一度全
額負担して、あとから申請により自己負担限度額を超えた分が高額療養費として
支給されていました。
　４月からは、入院の場合「限度額適用認定証」の交付を受け、医療機関に提示す
ることで、窓口での医療費の負担は自己負担限度額までとなります。
★ 70 歳以上の方については平成14 年からすでに実施していますが、４月から
70 歳未満の方も対象となります。（老人医療の方は除きます）

■申請に必要なもの　国民健康保険証、印鑑、標準負担額減額
　認定証（交付を受けている方のみ）
※転入等のため萩市で課税・所得の状況が分からない場合は、
　前住所地での課税証明書が必要です。
■申請方法　市民課保険係、総合事務所市民生活課、支所・出
　張所備え付けの申請書を提出
※災害等特別な事情がないのに国民健康保険料を滞納している
　世帯の被保険者は「限度額適用認定証」の交付は受けられま
　せん。この場合、市民税非課税世帯の方は入院時の食事代が
　減額される「標準負担限度額認定証」のみ交付します。

◎外来や世帯で合算して自己負担額を超えた
場合などは、これまでどおり高額療養費の支
給を受けるために申請する必要があります
例）１つの世帯内で、同じ月内で21,000
円以上の自己負担額を２回以上支払い、自己
負担限度額を超えた場合

※上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額等が600万円を超える世帯
　【　】内は、１年間で４回目以降の高額療養費の場合の自己負担限度額
注意：世帯に所得の申告をしていない方がいる場合、上位所得者扱いにな
ります。

上位所得者※ 15万円＋（医療費−50万円）×1％
【8万3,400円】

一　般 8万100円＋（医療費−26万7,000円）×1％
【4万4,400円】

市民税
非課税世帯

3万5,400円
【2万4,600円】

月額　医療費の自己負担限度額は、所
得・課税状況によって世帯ごとに
異なります。医療機関でその所得
区分を明らかにするために、「限
度額適用認定証」が必要になりま
す。現在入院している方は早めの
申請をお勧めします。

入院時の医療費が約100万円かかった場合（一般の場合）
◦自己負担分　　　約 30 万円＝医療費約 100 万円×自己負担割合３割
◦自己負担限度額　約９万円

平成19年３月まで
◦窓口負担　約30万円（自己負担分）
◦高額療養費
自己負担分約30万円−限度額約９万円
＝約21万円が
申請により後日支給されます

➡

■問い合わせ　市民課保険係（２５・３１４７）

医療費が高額になった場合、70 歳未満の方の窓口での支払額
4 4 4 4 4 4 4

が変わります

国民健康保険に
加入している方へ

70 歳未満の方の

入院時の医療機関窓口

での支払いが、

自己負担限度額までに

なります！

４月から

高額療養費の自己負担限度額

例

平成19年４月から
◦窓口負担　約９万円
◦高額療養費
自己負担分約30万円−限度額約９万円＝
約21万円は
国民健康保険から医療機関に支払われます

限度額適用認定証を受けるには申請が必要です！

認定証を提示すれば
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萩市子ども栄光賞は、小学校６年間、中学校３年間の在学期間中に、文化、体育・スポーツ、教育
諸活動において特に栄誉を与えるに値する業績を収めた市内の小・中学校の児童生徒を表彰します。
２月 26 日、19 人の児童生徒に第２回の萩市子ども栄光賞が贈られました。

萩市子ども栄誉の記録
文化、体育・スポーツ、その他教育諸活動
の各分野で県１位の記録を残した児童生
徒（107人）を紹介します。

■
文
化
部
門 

▽
小
学
校　
【
明
倫
小
１
年
】
福
間
敦
也
、

【
越
ヶ
浜
小
６
年
】
秋
枝
良
典
、【
椿
西
小
５

年
】
穴
井
優ゆ
う
み湖

、
井
町
亮
太
、【
川
上
小
２

年
】
横
山
光
、【
多
磨
小
４
年
】
若
松
真
穂
、

【
明
木
小
１
年
】
岡
田
可か
の
ん暖
、【
明
木
小
２
年
】

宮
㟢
光こ
う
し志
【
福
川
小
２
年
】
金
田
誠た
か
ま
さ正

▽
中
学
校　
【
相
島
中
３
年
】
長
井
紀
幸
、

【
萩
東
中
３
年
】
西
山
明は
る
か花
、【
萩
西
中
３
年
】

長
屋
勇ゆ
う
げ
ん
彦
、【
川
上
中
２
年
】
安
部
栞し
お
り、
藤

田
優
貴 

、
横
山
恵
理
、【
川
上
中
３
年
】
佐

久
間
彩
乃
、
中
屋
志
帆
、
野の
う
み海

沙
也
加
、
藤

本
由
香
里
、【
田
万
川
中
１
年
】
須
郷
友
洋
、

【
田
万
川
中
３
年
】
杉
本
佑
樹
、【
福
栄
中
１

年
】
世
良
真
奈
美

■
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

▽
小
学
校　
【
明
倫
小
４
年
】
南の
う
の野
智
美
、

大
嶋
隆
太
、
河か
わ
の野
雅
也
、
山
本
将ま
さ
ふ
み
史
、【
明

倫
小
５
年
】
井
上
祐
太
、
佐
村
優ゆ
う
と斗
、
古

谷
健と
し
ひ
ろ

絋
、
田
中
尚
輝
、【
明
倫
小
６
年
】
井

上
耕
三
、
井
上
瑛て
る
き貴

、
大
草
健
太
、
小
田
健

悟
、
後
藤
和
也
、
坂
辻
剣
人
、
竹
中
悠
起
、

波
多
野
僚つ
か
さ、

堀
永
富ふ

み

や

美
也
、【
椿
東
小
３

年
】
市
原
千ち

な

み
菜
弥
、
椎
屋
果
歩
、【
椿
東
小

４
年
】
水
津
ち
ひ
ろ
、【
椿
東
小
５
年
】
安

達
智
哉
、
椎
屋
里
奈
、
濱
野
里
紗
、【
椿
東

小
６
年
】
市
原
遥
奈
、
岡
村
優ゆ

み実
、
小
野
彩

夏
、
近
藤
美
咲
、
柴
田
菜
摘
、
水
津
有あ
り
さ咲

、

濱
野
未み

ゆ夢
、
山
本
晃
己
、【
越
ヶ
浜
小
５
年
】

土
井
雅
子
、【
椿
西
小
４
年
】
國
廣
桃
子
【
椿

西
小
５
年
】
穴
井
優ゆ
う
み湖
、
石
井
秀
汰
、
岩
崎

恒ひ
と
し、
河
内
悠
、
古
屋
栄
樹
、
横
田
悠ゆ
う
ま真
、【
椿

西
小
６
年
】
國
廣
紀
子
、
中
村
綾
花
、
萩
原

睦
、
松
尾
美
紀
、
金
松
千
春
、
久
保
川
勇
希
、

齋
藤
優
平
、
佐
伯
柾ま
さ
る瑠

、
渋
し
ぶ
た
に谷

太
久
郎
、
中

野
雅
也
、
山
本
真ま
さ
と理

、【
白
水
小
５
年
】
吉

賀
拓
真
、【
大
井
小
４
年
】
田
中
郁
也
、【
川

上
小
５
年
】
溝
部
竜り
ゅ
う
じ
ゅ
樹
、【
佐
々
並
小
６
年
】

白
上
久
則
、
三
浦
和か
ず
ひ
で継

▽
中
学
校　
【
萩
東
中
１
年
】
穴
井
康し
ず
な那
、

岡
伸
昌
、
東
ひ
が
し
の野
華か

な菜
、
和
田
直
也
、【
萩
東

中
２
年
】
岡
本
佳よ
し
の
り哲

、
小
松
魁か
い
し士

、
藏
永

萌め
ば
え、

竹
本
千
紘
、
中
村
美
咲
、
森
田
恭や
す
お生

、

吉
田
大ひ
ろ
か
ず

和
、【
萩
東
中
３
年
】
穴
井
健
士
郎
、

阿
部
美
月
、
井
町
健
人
、
井
町
佳よ
し
た
か

貴
、
大
島

あ
ず
さ
、
木
舩
拓
也
、
熊
く
ま
が
い谷
尚
子
、
長
岡
健

太
、藤
田
大だ
い
き樹
、松
尾
優
平
、山
根
柾ま
さ
ゆ
き
志
、【
萩

西
中
１
年
】
岡
忠
志
、【
萩
西
中
２
年
】
小

松
亮
、【
萩
西
中
３
年
】
阿
曽
沼
敏と
し
な
が
良
、
笹

村
直
也
、
瀧
悠
、
三
好
ユ
リ
カ
、
山
野
幸
二

■
教
育
諸
活
動
部
門

▽
小
学
校　

該
当
者
な
し

▽
中
学
校　
【
萩
西
中
３
年
】
冨
元
宏
明

◎
受
賞
者

■
文
化
奨
励
部
門

○
小
学
校	

田
中
翔
一
朗
（
明
倫
小
６
年
） 

戸
倉
朋
美
（
明
倫
小
６
年
） 

藤
村
早
希
子
（
明
倫
小
６
年
） 

今
田
夏
生
（
椿
東
小
６
年
）  

松
尾
桃
子
（
三
見
小
６
年
）

田
中
毬
奈（
萩
光
塩
学
院
小
６
年
）

○
中
学
校

長
井
紀の
り
ゆ
き

幸
（
相
島
中
３
年
）  

■
体
育・ス
ポ
ー
ツ
奨
励
部
門

○
小
学
校

坂
辻
剣
人
（
明
倫
小
６
年
）

竹
中
悠ゆ
う
き起
（
明
倫
小
６
年
） 

山
本
晃こ
う
き己
（
椿
東
小
６
年
）

國
廣
紀き

こ子
（
椿
西
小
６
年
）  

○
中
学
校

大
島
あ
ず
さ
（
萩
東
中
３
年
）

木
舩 

拓
也
（
萩
東
中
３
年
）  

原
直
也
（
萩
東
中
３
年
）  

笹
村
直
也
（
萩
西
中
３
年
）  

瀧　

悠
（
萩
西
中
３
年
）  

三
好
ユ
リ
カ
（
萩
西
中
３
年
） 

■
教
育
諸
活
動
奨
励
部
門

○
小
学
校

萩
原
睦ち
か

（
椿
西
小
６
年
）  

○
中
学
校

大
田
美
紀
（
田
万
川
中
３
年
） 

平成18年度

◆対象となる大会等
①県およびそれ以上の規模で公募された大会等
②原則として文部科学省、山口県教育委員会、
または学校教育に深い関わりのある県以上の
研究会等が主催したコンクール・発表会等

中
学
生

小
学
生
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全国大会出場おめでとう 消
防
庁
長
官
表
彰

消
防
庁
長
官
表
彰

◆全国高等学校選抜少林寺拳法大会
（３月24〜25日　香川県）

▲萩工業、萩商工　少林寺拳法部
後列左から、一

いちらく

楽宣
のぶあき

明（萩商工１年）、友中雄
一（１年）、岡村徳

のりゆき

行（１年）、津守晋二郎（１年）、
横川直也（１年）、大嶋朋子（１年）、宮本麻由

（１年）、舟木達彦（萩工業２年）、村木桂
けい

（２年）

全国大会出場おめでとう
水
津　

昭
（
大
井
）

　

昭
和
36
年
萩
市
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
中
央

方
面
団
大
井
第
１
分
団
長
。

恩
村
誠
人
（
川
上
）

　

昭
和
45
年
川
上
村
消
防
団
に

入
団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
川

上
方
面
団
川
上
第
１
分
団
長
。

須す

が

む

た

ヶ
牟
田
健
一
（
江
崎
）

　

昭
和
50
年
田
万
川
町
消
防
団

に
入
団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団

田
万
川
方
面
団
副
団
長
。

吉
松
利
之
（
高
佐
下
）

　

昭
和
49
年
む
つ
み
村
消
防
団

に
入
団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団

む
つ
み
方
面
団
副
団
長
。

中
島
悟
（
弥
富
下
）

　

昭
和
49
年
須
佐
町
消
防
団
に

入
団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
須

佐
方
面
団
副
団
長
。

消費生活コーナー

◆都道府県対抗全日本中
学校ソフトボール大会

（３月25〜28日　静岡県）

（萩西中２年）
光藤　志

ゆ き の

乃

男子団体演武・組演武

岡
村
健
哉
（
明
木
）

　

昭
和
47
年
旭
村
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
旭
方

面
団
副
団
長
。

山
根
義
雄
（
福
井
下
）

　

昭
和
48
年
福
栄
村
消
防
団
に

入
団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
福

栄
方
面
団
副
団
長
。

田
中
寛か
ん
じ治
（
堀
内
）

　

昭
和
42
年
萩
市
消
防
署
に
配

属
。
現
在
、
萩
市
消
防
本
部
予

防
課
長
（
消
防
司
令
）。

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

女子組演武

山口県選抜チーム

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
■問い合わせ　萩市消費生活センター（２５・０９９９）

「
○
○
（
携
帯
電
話
会
社
）

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
」

と
の
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。
画
面

に
あ
っ
た
ア
ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
ら
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
接
続
さ
れ
、
す
ぐ
に
登
録
完

了
の
画
面
が
出
た
。
そ
の
後
、

４
万
円
の
登
録
料
を
請
求
す
る

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

相談
内容

アドバ
イス

届
い
た
メ
ー
ル
を
開
い
た

だ
け
で
サ
イ
ト
を
利
用
す

る
意
思
が
な
か
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い

の
で
、
請
求
が
あ
っ
て
も
支
払

う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求

が
あ
っ
て
も
キ
ッ
パ
リ
断
り
ま

し
ょ
う
。

展
示
会
に
誘
わ
れ
て
会
場

に
行
っ
た
ら
、
営
業
マ
ン

数
人
に
着
物
姿
が
「
と
て
も
似

合
う
」
と
ほ
め
ら
れ
、
着
物
を

購
入
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
食

事
会
、
観
劇
に
招
待
し
て
く

れ
て
、
そ
の
後
、
ま
た
展
示

会
に
誘
わ
れ
て
、
最
終
的
に

着
物
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
12
点
、

４
０
０
万
円
以
上
を
買
わ
さ
れ

た
。

相談
内容

見
る
だ
け
で
い
い
か
ら
と

高
齢
者
等
に
言
っ
て
展
示

アドバ
イス会

に
誘
い
込
み
、
下
に
も
置
か

な
い
接
待
を
し
て
機
嫌
を
と
っ

て
、
着
物
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
、

次
か
ら
次
に
買
わ
さ
れ
る
手
口

で
す
。
招
待
は
高
い
商
品
を
買

わ
せ
る
た
め
の
ワ
ナ
で
す
。
一

度
契
約
す
る
と
次
か
ら
次
へ
と

勧
誘
さ
れ
ま
す
。
キ
ッ
パ
リ
断

り
ま
し
ょ
う
。

届
い
た
メ
ー
ル
を

　

開
い
た
だ
け
な
の
に
・
・
・

見
る
だ
け
の
つ
も
り
で

　

展
示
会
に
行
っ
た
ら
・
・
・
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■
熱
や
咳
、
く
し
ゃ
み
が

な
ぜ
出
る
の
？

　
「
風
邪
ひ
い
て
し
も
う
た
」
の

「
風
邪
」
は
、
皆
さ
ん
の
体
の
中

に
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
が
入
り
込
も

う
と
し
て
現
れ
ま
す
。
風
邪
の
ウ

イ
ル
ス
は
地
球
上
に
何
百
種
類
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、

皆
さ
ん
の
鼻
や
の
ど
か
ら
体
の
な

か
に
入
り
込
も
う
と
し
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
の
体
は
、
悪
さ
を
し
そ

う
な
ウ
イ
ル
ス
に
入
り
込
ま
れ
て

は
困
る
の
で
、
免
疫
細
胞
に
ウ
イ

ル
ス
を
攻
撃
す
る
物
質
を
出
さ
せ

ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
出
る

症
状
（
鼻
水
、
の
ど
痛
、
咳
、
痰
、

熱
）
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃
す
る

物
質
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

風
邪
を
ひ
い
た
時
、
症
状
を
抑

え
る
た
め
の
薬
に
は
色
々
な
作
用

⑳

萩
市
国
民
健
康
保
険
む
つ
み
診
療
所  　

０
８
３
８
８
・
６
・
０
１
４
９

あ
な
た
の
そ
の
風か

ぜ邪
、
薬
で
治
り
ま
す
か
？

が
あ
り
ま
す
。
熱
さ
ま
し
は
熱
を

下
げ
ま
す
。
鼻
水
の
薬
は
鼻
水
を

止
め
、咳
止
め
は
咳
を
止
め
ま
す
。

の
ど
痛
の
薬
は
の
ど
の
痛
み
を
抑

え
ま
す
。

　

で
は
、
そ
の
風
邪
薬
の
中
に
風

邪
の
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
薬

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

■
特
効
薬
は
な
い
の
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を

弱
ら
せ
る
薬
は
あ
り
ま
す
。
水
ぼ

う
そ
う
ウ
イ
ル
ス
を
弱
ら
せ
る
薬

も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
普
通
の
風

邪
の
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
薬

は
、今
の
日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
分
、「
す
ぐ
治
る
え
え
薬
」
は

お
金
で
買
え
る
も
の
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

多
く
の
風
邪
薬
は
風
邪
の
症
状

を
抑
え
る
薬
で
、
風
邪
の
ウ
イ
ル

ス
を
直
接
や
っ
つ
け
る
薬
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
風
邪
薬
を
飲
ん
だ
か

ら
風
邪
が
治
る
と
思
っ
て
い
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
実
は

風
邪
薬
を
飲
ん
で
症
状
を
抑
え
て

い
る
間
に
、
皆
さ
ん
の
体
の
免
疫

細
胞
が
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ

つ
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

風
邪
薬
を
飲
ん
で
、
い
つ
も
通

り
に
仕
事
を
し
、
お
酒
を
飲
み
、

煙
草
を
吸
い
、
遊
ん
で
い
て
も
風

邪
が
治
っ
た
の
は
、
風
邪
薬
の
効

き
目
と
い
う
よ
り
も
、
皆
さ
ん
の

体
の
免
疫
細
胞
が
優
秀
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

風
邪
薬
を
飲
ん
だ
か
ら
と
、
い

つ
も
ど
お
り
残
業
し
た
り
、
遅
く

ま
で
遊
ん
だ
り
し
て
風
邪
が
治
ら

な
い
の
は
、
薬
が
効
か
な
い
の
で

は
な
く
、
免
疫
細
胞
の
邪
魔
を
し

て
い
る
ご
本
人
の
せ
い
か
も
し
れ

医師：前川 恭子

ま
せ
ん
。

■
薬
に
頼
り
過
ぎ
な
い

　

風
邪
を
ひ
い
た
時
は
、
十
分
に

睡
眠
を
と
る
、
安
静
に
す
る
な

ど
、
ど
う
か
免
疫
細
胞
の
邪
魔
を

せ
ず
、手
伝
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
風
邪
だ
と
思
っ
て
い
て
も

他
の
病
気
の
症
状
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
て
受
診
す
る

の
は
、
風
邪
薬
を
も
ら
う
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
隠
れ
た
病
気
が
な

い
か
診
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
の

一
つ
と
お
考
え
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
風
邪
を
ひ
い
た
時
は

皆
さ
ん
の
体
の
中
の
弱
い
部
分（
持

病
）
が
一
層
悪
く
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
風
邪
を
ひ

か
な
い
で
済
む
よ
う
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
る
日
の
む
つ
み
診
療
所
で
の
会
話
で
す
。

「
先
生
、
風
邪
ひ
い
て
し
も
う
た
。
今
日
は
ど
う
し
て
も
飲
み
に
行
か
に
ゃ
い
け
ん
け
ぇ
、

す
ぐ
治
る
薬
お
く
れ
！
」「
困
っ
た
ね
ぇ
。
そ
ん
な
え
え
薬
、う
ち
に
は
置
い
ち
ょ
ら
ん
よ
。」

むつみ診療所長
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４月８日㊐が投票日です４月８日㊐が投票日です４月８日㊐が投票日です
■
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

た
だ
し
、木
間
、三
見
第
３
、川
上
、

田
万
川
、
む
つ
み
、
須
佐
、
弥
富
、

旭
、
福
栄
の
各
投
票
区
は
午
後
７

時
ま
で

■
投
票
で
き
る
人

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
昭
和
62
年
４
月
９
日
以

前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平

成
18
年
12
月
29
日（
転
入
届
出
日
）

以
前
か
ら
引
続
き
３
か
月
以
上
萩

市
に
住
ん
で
い
る
人
。

　

平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
、
山

口
県
内
の
市
町
間
で
住
所
を
移

動
（
市
町
間
を
単
位
と
し
１
回
に

限
る
）
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地

で
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
た
だ
し
、
前
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
）。

　

投
票
の
際
は
、
市
町
長
の
発
行

す
る
居
住
証
明
書
類
を
持
っ
て
投

票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
権
の
有
無
に
つ
い
て
不
明

な
方
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
と
き
は

期
日
前
投
票
を

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
に
前
も
っ
て
投
票

で
き
る
よ
う
便
宜
を
図
る
制
度
で

す
。
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
出

産
予
定
等
の
事
情
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
別
表
を
参
考
に
、

必
ず
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ

う
。
大
島
、相
島
、見
島
地
区
（
前

日
繰
上
投
票
）
の
方
の
期
日
前
投

票
は
６
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

■
不
在
者
投
票

▽
入
院
中
の
場
合

　

市
内
の
指
定
病
院
や
施
設
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
病

院
長
や
管
理
者
に
申
し
出
を
す
れ

ば
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
指
定
病
院
と
指
定
施

設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
指
定
病
院
】　

萩
市
民
病
院
、
玉

木
病
院
、
全
眞
会
病
院
、
都
志
見

病
院
、
萩
慈
生
病
院
、
し
げ
お
か

病
院
、
萩
病
院

【
指
定
施
設
】　

オ
ア
シ
ス
は
ぎ

園
、
萩
市
指
月
園
、
萩
市
救
護
所
、

萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や
き
、

ひ
ま
わ
り
の
苑
、
徳
寿
園
、
阿
北

苑
、
む
つ
み
園
、
す
さ
苑
、
ち
は

る
え
ん
、
紫
福
園

▽
仕
事
等
で

　
　
　

市
外
に
滞
在
中
の
場
合

　

郵
便
等
で
宣
誓
書
を
添
え
、
萩

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
請
求
し
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
一
定
要
件
に
該
当

す
る
方
、
介
護
保
険
で
要
介
護
５

と
認
定
さ
れ
た
方
で
、「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」を
お
持
ち
の
方
は
、

自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
て
郵

便
等
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
郵
便
等
投
票
が
で
き

る
方
で
、「
ご
自
身
で
投
票
の
記

載
が
で
き
な
い
」
と
法
的
に
定
め

ら
れ
た
方
が
、
代
理
人
に
投
票
に

関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
制
度

も
あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る

方
や
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
郵
便
等

投
票
証
明
書
を
添
え
て
４
月
４
日

ま
で
に
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
船
員
の
場
合

　

船
員
で「
選
挙
人
登
録
証
明
書
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
指
定
港
の
市

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
選
挙

人
名
簿
登
録
証
明
書
お
よ
び
船
員

手
帳
を
提
示
し
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
投
票
所
の
確
認
を

　

投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
投
票
所
入
場
券
」

で
自
分
の
投
票
所
を
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
３
月
24
日

以
降
に
転
居
さ
れ
た
方
は
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
県
外
に
転
出
さ
れ

た
方
は
、
入
場
券
が
届
い
て
も
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

■
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
で
の
受
付
を
円
滑
に
す

る
た
め
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
な
く
し
た
り
、
忘

れ
た
と
き
は
投
票
所
で
再
発
行
し

ま
す
。
受
付
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■
投
票
の
方
法

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏

名
を
一
人
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
候
補
者
の

氏
名
を
は
っ
き
り
正
し
く
書
か
な

い
と
無
効
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
く
の
が
原
則

で
す
が
、
体
の
不
自
由
な
方
や
字

が
書
け
な
い
方
は
投
票
所
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
補
助
者
が
、
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
あ
な
た
の
支
持

す
る
候
補
者
を
書
き
ま
す
。
投
票

に
関
す
る
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
投

票
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
（
２
５
・
２
９
１
２
）

　

む
つ
み
投
票
区
が
10
か
所
か
ら
5
か
所
に
、
川
上
第
４
投
票

所
が「
川
上
す
ぎ
の
こ
村
」か
ら「
江
舟
集
会
所
」に
変
更
に
な
り

ま
す
。
ま
た
学
校
行
事
の
た
め
、
椿
東
第
３
投
票
所
が
「
椿
東

小
学
校
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
に
、
椿
投
票
所
が
「
椿
保

育
園
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
投
票
区
と
投
票
所
を
確

認
し
て
、
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大島・相島・見島
地区は４月７日㊏

投
票
区
・
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て
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期日前投票所 場　所 投票区域（投票区） 期　間 時　間
萩市役所期日前投票所 萩市役所玄関ロビー 市内全域 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～20:00
三見期日前投票所 三見出張所 三見全 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～17:00
大井期日前投票所 大井出張所 大井全 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～17:00
大島期日前投票所 大島公民館 大島、相島 3/31㈯～4/6㈮ 8:30～17:00

見島期日前投票所 見島支所 見島全
3/31㈯～4/5㈭ 8:30～17:00
4/6㈮ 8:30～12:00

越ヶ浜期日前投票所 山口県漁協萩支店２階
図書室 椿東第 5、越ヶ浜 3/31㈯～4/7㈯ 9:00～17:00

川上期日前投票所 川上総合事務所 川上総合事務所管内 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～19:00
田万川期日前投票所 田万川総合事務所

田万川総合事務所管内
3/31㈯～4/7㈯ 8:30～19:00

小川期日前投票所 小川コミュニティセンター 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～17:00
むつみ期日前投票所 むつみ総合事務所

むつみ総合事務所管内
3/31㈯～4/7㈯ 8:30～19:00

高俣期日前投票所 高俣支所 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～17:00
須佐期日前投票所 須佐総合事務所

須佐総合事務所管内
3/31㈯～4/7㈯ 8:30～19:00

弥富期日前投票所 弥富支所 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～17:00
旭期日前投票所 旭総合事務所

旭総合事務所管内
3/31㈯～4/7㈯ 8:30～19:00

佐々並期日前投票所 佐々並支所 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～17:00
福栄期日前投票所 福栄総合事務所

福栄総合事務所管内
3/31㈯～4/7㈯ 8:30～19:00

紫福期日前投票所 紫福支所 3/31㈯～4/7㈯ 8:30～17:00

投票所名 場所 区域
旧萩第１ 土原保育園遊戯室 川島全区、土原全区

旧萩第２ 萩市役所玄関ロビー 橋本町、御許町、唐樋町、江向全区

旧萩第３ 萩市保健センター 河添、平安古全区

旧萩第４ 萩西中学校屋内運動場 堀内全区、城東全区、今魚店町、樽屋町

旧萩第５ 日の丸保育園遊戯室 北古萩１区、細工町、塩屋町、恵美須町、瓦町、米屋町、東田町、西田町、
津守町、上五間町

旧萩第６ 今古萩老人憩の家 下五間町、吉田町、古萩町、今古萩町、熊谷町

旧萩第７ 浜崎介護予防センター 北古萩２区、浜崎新町全区、浜崎町全区、東浜崎町全区

椿東第１ 県営住宅中津江団地集会所 目代、中津江

椿東第２ 椿東保育園遊戯室 上野、椎原、船津

椿東第３※ 椿東小学校地域ふれあいセンター 中ノ倉、松本市、無田ヶ原、長山

椿東第４ 新川会館 無田ヶ原口、新川全区、香川津、鶴江全区、前小畑１区、前小畑２区の１

椿東第５ 中小畑恵比須会館 前小畑２区の２・３、中小畑、後小畑

越ヶ浜 越ヶ浜介護予防センター 越ヶ浜全区

椿※ 椿保育園保育室 霧口、沖原、大屋、笠屋、河内、椿、濁淵、金谷、椿町、雑式町、桜江、青海

木　間 木間小学校屋内運動場 東木間、西木間、北木間

山田第１ 白水小学校屋内運動場 山田全区、玉江１区、玉江２区の２、玉江３区

山田第２ 山田保育園遊戯室 玉江２区の１、玉江浦全区、倉江、小原

三見第１ 三見市仁王会館 中山、市、手水川、床並、吉広

三見第２ 三見公民館講義室 畦田、石丸、河内、駅通り、蔵本、明石、浦全区

三見第３ 三見飯井公民館 飯井

▽あなたの投票所

山口県議会議員一般選挙
▽期日前投票の場所・区域・日時

※は投票区または投票所の変更あり

3/31㈯～4/7㈯  （離島は4/6㈮まで）
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投票所名 場所 区域
大井第１ 大井公民館講義室 七重、市場、庄屋、円光寺、馬場上、馬場下、貞平、門前、本郷、羽賀、坂本

大井第２ 大井保育園遊戯室 土井、港全区、港浜全区

大井第３ 大井浦蛭子会館 浦全区、後地

大　島 大島公民館講義室 大島全区

相　島 相島文化センター集会室 相島、櫃島

見島第１ 見島中学校屋内運動場 本村全区

見島第２ 見島体育館 宇津全区

川上第１ 川上総合事務所 佐古、川上山田、長谷、三徳、共栄、遠谷、堂河内

川上第２ 川上立野集会所 立野、白上、椿瀬、川上横坂

川上第３ 旧笹尾分校 笹尾、杣木谷

川上第４※ 江舟集会所 江舟、野戸呂

田万川第１ 田万川農村婦人の家 小川４区～ 11 区

田万川第２ 小川コミュニティセンター 小川１区～３区、小川 12 区～ 14 区、小川 24 区～ 25 区

田万川第３ 下小川ふれあいセンター 小川 15 区～ 23 区

田万川第４ 田万川保健センター 瀬尻、上組、丸山、中組、大久保、八幡、松崎、稗田、市味、湊、須佐地、江
崎平原、上本郷、下本郷、下郷、わらび台、大沢、要一、要二

田万川第５ 江崎ふるさとセンター 上本町、本町、土居、弁天、上中町、下中町、戎一、戎二、江津、尾浦

むつみ第１※ 高俣支所 中郷、宮廻、辻山、高佐横坂、羽月、岸高、中央、御舟子、小国、中橋、金
谷、高佐上市、札の奥、領家、安附

むつみ第２※ 高佐下ふれあいセンター 下領、影畑、花見、後井、伏馬

むつみ第３※ 吉部市公会堂 佐波木、朝鳥、宇立、市上、市下、岡田、江良、菅谷、毛木山

むつみ第４※ むつみ総合事務所住民ホール 尾の坂、湯の口、毛木、鈴倉、野田、大光寺、吉部殿川、平ヶ重、天坪、
深谷、二反田、千石台全区

むつみ第５※ 吉部老人作業所 麻生、三戸原、鍛冶屋、志和田、広瀬下、広瀬上、吉部長尾、柳、鱒谷

須佐第１ 須佐総合事務所 松原、本町上、本町中、本町下、河原丁、山根丁西、山根丁東、横屋丁、中津、
浦西、浦中、浦東、入江、水海、青葉台、まてかた、金井、押谷、中畑、前地

須佐第２ 須佐三原農事集会所 上三原、堀田、帆柱、下三原上、下三原下、北谷、野頭

須佐第３ 高山公民館 高山、沖浦

弥富第１ 弥富支所 弥富１区、弥富５区～ 13 区

弥富第２ 鈴野川農林漁業者等健康増進施設 弥富２区～４区

旭　第１ 旭活性化センター 長瀬、大下、佐々並市、成川、深瀬、黒ヶ谷、久年、パークタウン

旭　第２ 長高公民館 高津、長小野

旭　第３ 舞谷公民館 舞谷

旭　第４ 明木中学校屋内運動場 古戦場、同前、矢代、上横瀬、下横瀬、小野山、角力場、すもうば団地、
サンウッドビレッジ

旭　第５ 旭マルチメディアセンター 釿切、菅蓋、牛地、見定下切、惣田、笛吹、明木上市、下市、蔵屋、原、
沖ノ原団地、中央団地

福栄第１ 福栄コミュニティセンター 生野、東宗、西宗、鎌浦、榎屋、別所、押原、仁保谷

福栄第２ 半田公民館 鶴ヶ谷、平蕨台、麦谷、半田

福栄第３ 山崎集会所 文捨、山崎、堂ヶ迫、入屋、平蕨

福栄第４ 扇町公会堂 桜、金峯、扇町、上莚野、下莚野、黒川、吉田

福栄第５ 高蕪集会所 蕪根、高坂

福栄第６ 市自治会集会所 堀越、栗原、小西見、紫福市、田中、小野田、奥畑の一部

福栄第７ 紫福小学校屋内運動場 中山、永田沖、永井、畑、紫福殿川、紫福長尾、杉原、堂ヶ市

福栄第８ 京場集会所 奥畑の一部、紫福平原、横貝、京場、壇今木、紫福山田、向山
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※リフト付タクシーと障害者福祉タ
クシーの両方の交付はできません。
どちらか一方を選択してください。
※障害者所有の自動車税または軽自
動車税の減免を受けている方は対象
となりません。

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
へ
、
介
護
用
品
支
給
、
訪
問
理

美
容
や
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　在宅で高齢者等を介護している家族
に、紙おむつ等の購入のための利用券
を発行します。
■対象者　介護保険制度の要介護１か
ら５までの市内在住の高齢者等を在宅
で介護している家族で、同居・別居に
関わらず、市民税非課税世帯（介護者、
要介護者ともに）の方。ただし、別居
の場合は同居に近い形で介護している
方に限ります。
■利用方法　市内の登録協力店で利用
券と介護用品を引き換え
■利用上限額（年間）
◦要介護１〜３＝３万 5,000 円
◦要介護４〜５＝７万 5,000 円
■申請方法　介護保険課、各総合事務
所健康福祉課に介護保険被保険者証、
印鑑を持参のうえ申請。または、各担
当地区の在宅介護支援センターの相談
員が自宅まで訪問

家族介護用品の支給
　自宅から理容院や美容院に出向くこ
とが困難な方が、手軽に散髪等のサー
ビスを受けることができるよう訪問に
かかる経費を助成します。
■対象者　市内在住の高齢者で、心身
の障害により、自宅から理容院や美容
院に出向くことが困難な方
■利用方法　サービスを受ける際に利
用券を提出
■利用者負担金　訪問にかかる経費は
無料です。理美容料金は、各店の実費
となります。
■利用限度　年６回
■申請方法　各担当地区の在宅介護支
援センターの相談員が自宅まで訪問

訪問理美容サービス

　高齢者等で、公共交通機関の利用が
困難な方に「リフト付タクシー利用券」
を交付します。医療機関への通院に限
り使用できます。
■対象者　市内在住で、次の全てに該
当する方　①原則要介護３以上の認定
を受けている方　②ストレッチャーで
の移送が必要な方、または常時車椅子
を使用するなど、一般のタクシーでの
移送が困難な方　③医療機関・福祉施
設に入院・入所していない方
■交付枚数　年間１冊（40 枚）
■利用券　１枚 500 円（１回に使用
する枚数に制限なし）
■有効期限　４月１日〜平成 20 年３
月 31 日（１年間）
■申請方法　介護保険証と印鑑を持参
のうえ、介護保険課または各総合事務
所健康福祉課備え付けの申請書を提出

リフト付タクシー利用券

　一定以上の障害をお持ちの方に、タ
クシー利用券を交付します。
■対象者　市内在住で、福祉施設に入
所していない方で、次のいずれかに該
当する方　①身体障害者手帳の障害等
級が１級から３級の方　②身体障害者
手帳の障害種別が腎臓機能障害の方　
③療育手帳の障害程度がＡの方　④精
神保健福祉手帳の障害等級が１級の方
■交付枚数　年間１冊（48 枚）※透
析で通院の場合、週２回の方は１冊、
週３回の方は２冊追加します。別に証
明（通院状況の分かるもの）が必要と
なります。
■利用券　１枚 500 円（１回に使用
できる枚数１枚）
■有効期限　４月１日〜平成 20 年３
月 31 日（１年間）
■申請方法　障害者手帳と印鑑を持参
のうえ、福祉課または各総合事務所健
康福祉課備え付けの申請書を提出

障害者福祉タクシー利用券

介
護
保
険
課（
２
５
・
３
１
３
７
）

各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

問い
合わせ

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

問い
合わせ

注意して下さい！
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３
月
２
日
、
萩
市
が
「
毛
利
家
城
下
町 

萩
」
と
し
て
、「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風

土
１
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
古

都
保
存
法
施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
、
古
都

保
存
財
団
（
平
山
郁
夫
会
長
）
な
ど
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
全
国

６
９
８
件
の
応
募
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
は
「
毛
利
家
の
城
下
町
の
町
割
り
が

今
に
残
り
、
武
家
屋
敷
、
堀
割
、
港
町
な
ど

江
戸
時
代
の
姿
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
明

治
以
降
の
有
力
政
治
家
の
生
家
が
残
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
1
０
０
選

組
系
秋
葉
組
の
組
長
等
を
集
団
的
暴
行
容
疑

や
集
団
的
器
物
損
壊
容
疑
等
で
逮
捕
す
る
な

ど
、
暴
力
団
の
取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す

が
、
今
も
な
お
、
暴
力
団
が
市
内
を
活
動
拠

点
と
し
て
い
る
た
め
、
依
然
と
し
て
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

■
暴
力
団
等
に
関
す
る
相
談

•

萩
警
察
署
（
２
６
・
０
１
１
０
）

•

江
崎
警
察
署

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
１
１
０
）

•

山
口
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー（
財

団
法
人
山
口
県
暴
力
追
放
県
民
会
議
）

（
０
８
３
・
９
２
３
・
８
９
３
０
、http://

w
w

w
5.ocn.ne.jp/~botsui-y/

）

※
江
崎
警
察
署
は
、
萩
警
察
署
と
の
統
合
に

よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
江
崎
交
番
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ   

防
災
・
安
全
課　
　
（
２
５
・
３
８
０
８
）

年間老人医療費
1人当たり
年間老人
医療費

萩　市 92 億 4,100 万円 803,863 円

山口県 1,926 億 4,000 万円 860,335 円

（参考）
全　国 11 兆 5,763 億 4,300 万円 780,206 円

■平成17年度老人医療費

※全国は平成 16 年度の数値

　

老
人
医
療
費
は
、
医
療
機
関
で
皆
さ
ん
が

支
払
わ
れ
る
一
部
負
担
金
の
ほ
か
、
国
民
健

康
保
険
や
健
康
保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
、

国
や
県
、
市
か
ら
の
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
今
後
も
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
費

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

•

老
人
医
療
受
給
者　

75
歳
以
上
（
昭
和
７

年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
を
含
む
）

お
よ
び
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
障
害
認

定
を
受
け
た
方
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

市
民
課（
２
５
・
３
２
３
９
）

平
成
17
年
度

老
人
医
療
費
の
状
況

毛
利
家
城
下
町 

萩

　

萩
市
内
で
は
、「
暴
力
の
な
い
安
全
で
住

み
よ
い
ま
ち
・
萩
」
を
目
指
し
、
市
や
警
察

署
、
事
業
所
な
ど
が
積
極
的
に
暴
力
追
放
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

暴
力
追
放
三
な
い
運
動
（
暴
力
団
を
恐
れ

な
い
、
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
、
暴
力
団

を
利
用
し
な
い
）
を
徹
底
し
、
市
民
を
挙
げ

て
暴
力
団
排
除
の
粘
り
強
い
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
暴
力
団
排
除
の
取
り
組
み

　

２
月
19
日
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
工
事
に

入
る
市
営
住
宅
無
田
ヶ
原
口
団
地
・
老
人
福

祉
施
設
新
築
工
事
の
施
工
業
者
等
が
「
市
営

住
宅
無
田
ヶ
原
口
団
地
・
老
人
福
祉
施
設
新

築
工
事
関
連
企
業
暴
力
団
等
排
除
対
策
協
議

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

  

こ
の
協
議
会
は
、
公
共
工
事
に
違
法
・
不

当
な
手
段
で
介
入
す
る
暴
力
団
等
を
排
除
す

る
た
め
、
具
体
的
対
策
を
協
議
・
推
進
し
、

被
害
防
止
と
工
事
の
円
滑
な
促
進
を
図
る
も

の
で
、
市
内
で
は
、
現
在
８
つ
の
暴
力
団
等

排
除
対
策
協
議
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
萩
市
内
の
暴
力
団
の
情
勢

　

現
在
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
い
て
い
る

暴
力
団
は
、
山
口
県
公
安
委
員
会
が
指
定
し

て
い
る
「
山
口
組
系
秋
葉
組
」
と
「
合
田
一

家
五
代
目
竹
内
組
」
で
す
。

　

今
年
度
に
入
り
、
警
察
署
で
は
、
山
口

市
民
を
挙
げ
て
の
暴
力
団
排
除
を
！



市報HAGI●2007（平成19）年３月15日号19

　

３
月
１
日
、
市
民
館
で
萩
商
業
高
校
と
萩

工
業
高
校
の
合
同
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
萩
商

業
１
０
２
人
、
萩
工
業
１
０
５
人
の
合
わ
せ

て
２
０
７
人
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
両
校
が
統
合
し
て
萩
商
工
が

開
校
。
２
年
生
と
３
年
生
は
そ
れ
ぞ
れ
萩
商

業
、
萩
工
業
の
ま
ま
で
、
交
流
を
深
め
る
た

め
に
、
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
の
行
事
を
３

校
合
同
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
職
員
や
在
校
生
、
保
護
者
ら
が
見
守
る

な
か
新
た
な
旅
立
ち
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
、県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場
で
、

早
春
の
萩
の
味
覚
を
楽
し
む
「
萩
・
し
ろ
魚

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
き
た
シ
ロ
ウ
オ
を
酢
醤
油
に
つ
け
て
食

べ
る
「
お
ど
り
食
い
」
は
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
、

午
前
と
午
後
に
計
４
０
０
０
人
分
が
用
意
さ

れ
、
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
５

回
並
ん
だ
と
い
う
人
も
い
る
ほ
ど
。

　

お
す
す
め
の
食
べ
方
は
、「
一
口
目
は
ま

る
の
み
し
て
生
き
て
い
る
感
触
を
喉
で
味
わ

い
、
二
口
目
は
噛
ん
で
シ
ロ
ウ
オ
か
ら
出
る

甘
み
を
舌
で
味
わ
う
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

川
と
海
の
景
観
を
活
か
し
て
、
城
下
町
・

萩
を
水
上
か
ら
楽
し
む
「
萩
八
景
遊
覧
船
」

の
運
航
が
、３
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

11
月
30
日
ま
で
毎
日
運
行
し
ま
す
。

　

萩
城
跡
そ
ば
の
指
月
小
橋
か
ら
橋
本
川
の

旧
田
中
別
邸
付
近
で
U
タ
ー
ン
す
る
往
復
約

５
㎞
で
、
約
40
分
の
船
旅
。
船
頭
さ
ん
の
ガ

イ
ド
や
唄
も
好
評
で
、
桜
の
季
節
に
は
桜
並

木
を
見
る
60
分
コ
ー
ス
、
好
天
日
に
は
日
本

海
ま
で
航
路
を
延
ば
し
ま
す
。

　

４
年
目
の
今
年
、
５
月
に
は
乗
船
客
が
通

算
５
万
人
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

遊
覧
船
で
萩
巡
り

　

笠
山
虎
ケ
崎
の
椿
ま
つ
り
が

連
日
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
花
の
数
が
多
く
、
ま

た
暖
か
い
日
が
続
く
こ
と
、
そ

し
て
高
さ
13
ｍ
の
展
望
台
や
駐

車
場
の
完
成
な
ど
で
、
平
日
に

も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
来
場
者

は
例
年
と
比
べ
約
１
割
増
。

　

３
月
４
日
に
は
、
約
１
万
５

０
０
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
ま
つ
り
は
21
日
ま
で
。

椿
の
小
径
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か

し
ろ
魚
ま
つ
り

希
望
あ
ふ
れ
る
旅
立
ち

萩
商
業
・
萩
工
業
合
同
卒
業
式

お
ど
り
食
い
大
人
気

椿
ま
つ
り

萩
八
景
遊
覧
船
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２
月
15
日
、
田
万
川
温
泉
「
憩
い
の
湯
」

の
入
浴
者
が
、
平
成
８
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
１
５
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
記

念
す
べ
き
１
５
０
万
人
目
は
、
島
根
県
益
田

市
の
藤
原
延の
ぶ
よ
し
好
さ
ん
。
突
然
の
祝
福
に
「
思

い
が
け
な
い
こ
と
で
驚
き
ま
し
た
」
と
藤
原

さ
ん
。
夫
婦
で
週
に
４
〜
５
回
は
来
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
、奥
さ
ん
の
照
美
さ
ん
は「
ゆ
っ

た
り
入
れ
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
み
ん
な
と
知

り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
入
り
続
け
て
健
康

に
な
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

湯ゆ

〜
っ
た
り

１
５
０
万
人
！

　

３
月
４
日
、
浜
崎
し
っ

ち
ょ
る
会
の
主
催
で
、
浜
崎

伝
建
地
区
の
市
所
有
伝
統
的

建
造
物
・
旧
山
中
家
住
宅
の

土
蔵
を
題
材
に
、
43
人
の
親

子
が
土
壁
塗
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
最
初
は
慣
れ
な
い
作

業
に
戸
惑
っ
て
い
た
子
供
達

で
す
が
、
す
ぐ
に
、
泥
だ
ら

け
に
な
っ
て
夢
中
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
土
壁
の
塗
り
直

し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
江

梅
の
花
が
満
開

　

白
や
ピ
ン
ク
の
梅
の
花
が
満
開
に
な
り
ま

し
た
。
川
上
の
梅
栽
培
は
、
昭
和
30
年
代
か

ら
栗
や
ユ
ズ
と
と
も
に
特
産
品
づ
く
り
と
し

て
本
格
的
に
行
わ
れ
、
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
協

内
で
は
川
上
の
出
荷
量
が
ト
ッ
プ
で
す
。
果

実
は
６
月
頃
に
収
穫
し
、
農
協
へ
出
荷
さ

れ
た
も
の
は
梅
干
し
や
梅
酒
な
ど
の
加
工
用

に
、
個
人
で
市
場
へ
出
荷
さ
れ
た
も
の
は
青

果
で
店
頭
に
並
び
ま
す
。

　

長
年
、
梅
を
生
産
し
て
い
る
農
家
の
方
の

話
で
は
、「
今
年
は
花
の
付
き
具
合
は
い
い

が
、
花
が
多
い
時
が
豊
作
に
な
る
と
は
限
ら

な
い
の
で
心
配
」
と
の
こ
と
で
す
。

菜
の
花
で
お
も
て
な
し

　

御
許
町
交
差
点
（
ア
ト
ラ
ス
萩
店
付
近
）

に
咲
く
満
開
の
菜
の
花
が
、
道
行
く
人
た
ち

に
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
唐
樋
町
町
内
会
が
、
国
の
土
地

に
、
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
花
の
種
を
植
え
て

道
路
美
化
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ー

ド
と
い
う
取
り
組
み
で
、
萩
管
内
初
で
す
。

　

暖
冬
で
12
月
頃
か
ら
咲
き
始
め
ま
し
た
。

「
観
光
客
を
花
で
お
出
迎
え
し
よ
う
と
始
め

ま
し
た
。
花
の
お
か
げ
で
缶
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
秋
に
は
コ
ス
モ

ス
を
咲
か
せ
た
い
」と
藤
原
弘
毅
町
内
会
長
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ー
ド
・
唐
樋
町
内
会

田万川 川上

親
子
で
土
壁
塗
り
体
験

戸
時
代
か
ら
大
事
に
守
ら
れ
て
き
た
こ

の
土
蔵
は
、
今
後
も
萩
の
お
た
か
ら
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
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新
校
舎
ス
タ
ー
ト
！

　

育
英
小
学
校
新
校
舎
完
成
に
伴
い
、
２
月

24
日
、
児
童
、
保
護
者
が
参
加
し
て
新
校
舎

へ
の
引
越
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
築
工
事
の
間
、
体
育
館
等
に
保
管
し
て

い
た
図
書
、
楽
器
類
、
体
育
用
具
な
ど
を
運

び
ま
し
た
。
運
ぶ
際
に
は
、
ま
だ
教
室
の
場

所
が
わ
か
ら
ず
、
迷
う
保
護
者
た
ち
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
２
月
27
日
か
ら
、
児
童
ら

は
約
１
年
間
過
ご
し
た
仮
設
校
舎
を
離
れ
、

木
の
香
り
漂
う
新
校
舎
で
の
学
校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
竣
工
式
は
、
３
月
18
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

須佐

少
年
剣
士
集
ま
る

　

２
月
４
日
、
高
佐
下
の
む
つ
み
中
学
校
体

育
館
で
「
む
つ
み
少
年
剣
道
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
県
内
の
小
中
学
生
２
１
５
人
が
出
場

し
ま
し
た
。
む
つ
み
剣
友
会
の
主
催
で
、
今

年
で
７
回
目
。

　

前
日
ま
で
の
雪
が
残
る
な
か
、
選
手
と
保

護
者
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
館
内
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
力
強
い
声
が
響
き
渡
り
、
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

む
つ
み
剣
友
会
は
、
剣
道
を
通
じ
て
、
姉

妹
都
市
の
大
韓
民
国
蔚
山
広
域
市
と
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

２
月
22
日
、
福
川
さ
つ
き
学
級
で
阿
武
郡

医
師
会
の
細
田
医
師
を
講
師
に
招
い
て
、
身

体
の
健
康
を
維
持
す
る
上
で
も
大
切
な
歯
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
「
口こ
う
く
う腔
ケ
ア
」
の
講

座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

福
川
さ
つ
き
学
級
は
、
福
川
地
区
の
女
性

を
対
象
と
し
て
趣
味
や
教
養
、
健
康
の
向
上

を
図
る
生
涯
学
習
講
座
で
す
。

　

主
に
唾
液
の
役
割
等
を
テ
ー
マ
に
、「
口

は
よ
い
も
の
、
ま
た
悪
い
も
の
の
入
口
で
も

あ
る
の
で
、し
っ
か
り
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

歯
は
一
生
の
宝
物

冬
の
運
動
不
足
解
消

　

１
月
28
日
、
明
木
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
旭
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

と
旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
種
目
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
ペ
タ
ン
ク
。

　

ま
た
、
２
月
４
日
、
佐
々
並
地
区
冬
季
球

技
大
会
が
佐
々
並
中
学
校
体
育
館
な
ど
３
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
種
目
は
、
卓
球
と

今
年
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
ユ
ニ
カ
ー
ル
。

こ
の
大
会
は
、
冬
季
の
運
動
不
足
解
消
と
、

住
民
の
親
睦
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
種
目
に
、

各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。福栄 旭

むつみ
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不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

空
気
清
浄
機　

テ
レ
ビ　

五
月
人
形

洗
濯
機　

そ
う
め
ん
セ
ッ
ト　

ス

チ
ー
ム
ク
リ
ー
ナ
ー　

食
器
乾
燥
機

ス
キ
ー
板　

学
習
机　

シ
ャ
ン
デ
リ

ア　

椅
子　

座
椅
子　

本
棚　

お
し

り
ふ
き
ウ
ォ
ー
マ
ー　

ベ
ビ
ー
モ
ニ

タ
ー　

こ
た
つ
テ
ー
ブ
ル　

レ
コ
ー

ド　

電
動
起
立
補
助
椅
子　

食
器
棚

14
イ
ン
チ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ　

フ
ジ
ひ
き
の
ば
し
機　

婦
人
用
礼
服

ベ
ー
ス
用
ス
ピ
ー
カ
ー　

加
湿
器　

温
風
ヒ
ー
タ
ー

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

制
服
・
体
操
服（
椿
東
小
女
子
、
萩
東

中
男
子
、
高
俣
分
校
女
子
、
椿
保
育

園
）　

カ
メ
ラ（
望
遠
）　

本　

ピ
ア

ノ　

大
人
用
三
輪
車　

バ
イ
オ
リ
ン

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　

ベ
ビ
ー
カ
ー

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー　

下
駄
箱　

パ
ソ
コ

ン　

食
卓
テ
ー
ブ
ル　

子
供
服
（
園

児
・
小
学
生
）　

は
か
り　

ラ
ジ
オ

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、ま
ず
広
報
課
（
２
５
・
３
１
７

８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し

た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場

合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
の

新
し
い
時
刻
表
の
配
布

　

萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
が
４
月
１
日
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
（
路
線
図
は
３
月
１
日

号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
）。

　

新
し
い
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、

３
月
26
日
か
ら
次
の
場
所
で
お
配

り
し
ま
す
。

■
配
布
場
所　

萩
循
環
ま
ぁ
ー
る

バ
ス
の
車
内
、
市
役
所
本
庁
案
内

係
、
萩
市
観
光
協
会
、
萩
バ
ス
セ

ン
タ
ー
、
市
民
病
院
、
道
の
駅
萩
・

し
ー
ま
ー
と
、
萩
海
運

問
い
合
わ
せ

商
工
課　
　
（
２
５
・
３
１
０
８
）

４
月
か
ら
市
役
所
職
員
の

午
前
中
の
勤
務
時
間
が
変

更
に
な
り
ま
す

　

市
役
所
職
員
の
午
前
中
の
勤
務

時
間
は
、
こ
れ
ま
で
午
前
８
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
で
し
た
が
、
４

月
か
ら
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
０
時
15
分
ま
で
に
変
更
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
午
後
の
勤
務
時
間

は
午
後
１
時
か
ら
５
時
15
分
ま
で

で
す
。

※
窓
口
業
務
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
昼
休
み
時
間
も
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
各
種
証

明
の
発
行
業
務
な
ど
窓
口
業
務
の

一
部
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま

す
（
詳
し
く
は
市
報
３
月
１
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

問
い
合
わ
せ

総
務
課　
　
（
２
５
・
３
４
６
０
）

佐
々
並
支
所
の
時
間
外
業

務
が
佐
々
並
分
遣
所
に
変

わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
佐
々
並
支
所

で
行
っ
て
い
た
土
・
日
曜
日
、
祝

日
の
戸
籍
届
出
の
受
領
や
各
種
届

の
受
付
等
の
時
間
外
業
務
を
、
新

た
に
設
置
さ
れ
る
萩
市
消
防
署
佐

々
並
分
遣
所
（
佐
々
並
支
所
前
）

窓
口
で
行
い
ま
す
。
分
遣
所
で
は

夜
間
（
午
後
５
時
15
分
〜
午
前
８

時
30
分
）
に
つ
い
て
も
毎
日
、
時

間
外
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
閉
庁
時
間
中
の
佐
々
並

支
所
へ
の
電
話
は
旭
総
合
事
務
所

の
宿
日
直
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

佐
々
並
支
所
（
５
６
・
０
２
１
１
）

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

追
加
指
定

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
業
者

に
加
わ
り
ま
し
た
。

○
国
田
工
業（
株
）（
山
口
市

０
８
３
･
９
２
２
･
０
６
６
０
）

　

水
道
工
事
を
す
る
時
は
、
必
ず

市
の
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

障
害
児
療
育
事
業

　

ふ
た
ば
園
児
童
部
（
河
添
）
で

障
害
児
等
を
対
象
に
行
っ
て
い
る

療
育
事
業
が
、
４
月
か
ら
次
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。 

○
事
業
名　

母
子
通
園
事
業

•
さ
く
ら
ん
ぼ
教
室
（
毎
週
水
曜

日
の
午
前
10
時
〜
正
午
）

•
ふ
た
ば
学
級
（
毎
週
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
正
午
）

■
対
象
者　

障
害
児
と
そ
の
保
護

者○
事
業
名　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

計
画
的
に
療
育
指
導
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
者　

療
育
の
必
要
な
幼
児

お
よ
び
児
童
（
毎
週
水
曜
日
の
午

後
２
時
〜
６
時
、
毎
週
土
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
２

４
・
５
８
５
８
）
村
田
ま
た
は
、ふ

た
ば
園
児
童
部
（
２
２
・
２
８
７

７
）
久
保
田

障
害
者
自
立
支
援
法

利
用
者
負
担
の
軽
減
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

平
成
19
、
20
年
度
に
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
在
宅
お
よ
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び
通
所
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
金
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
利
用
者
負
担
の
軽

減
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
市
民
税
の

課
税
状
況
や
資
産
の
状
況
に
よ

り
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で
定
め

ら
れ
た
月
額
の
上
限
負
担
額
が
４

分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
２
月
に
福
祉

課
か
ら
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
請
方
法　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
証
、
印
鑑
、
利
用
者
お

よ
び
世
帯
主
の
方
の
名
義
の
預
金

通
帳
を
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
事

務
所
健
康
福
祉
課
へ
持
参

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）
ま

た
は
各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
モ
バ

イ
ル
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
液
晶
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
式
、
行
事
用
テ

ン
ト
５
張
、
移
動
用
拡
声
音
響
機

器
一
式
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
貸
し
出
し
を
行
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
７
３
）

山
口
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
展
示

　

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表

現
技
術
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し

た
、
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の

特
選
・
入
選
作
品
25
点
を
展
示
し

ま
す
。

■
と
き　

３
月
19
日
（
月
）
〜
23

日
（
金
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

■
主
催　

山
口
県
統
計
協
会

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
４
３
１
）

◆マイたうん萩（10 分間）
•３月15日放送 萩博物館「魅せます！萩の海」
•３月22日放送 「４月から新しい奨学金制度」

問い合わせ　
　広報課（２５・３４７１）

萩市の行政番組
　（ケーブルテレビ）
　　　　　　　放送予定★毎週木曜放映

□
固
定
資
産
税
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）の
閲
覧

　

４
月
２
日
か
ら
、
平
成
19
年
度

の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
（
名
寄

帳
）
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
方　

納
税
義
務

者
、
納
税
管
理
人
、
納
税
義
務
者

の
代
理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
等

（
賃
借
権
者
、
地
上
権
者
そ
の
他

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る

権
利
を
有
す
る
方
）

※
借
地
人
・
借
家
人
等
は
権
利
を

有
す
る
物
件
に
限
り
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
、

支
所
・
出
張
所

■
閲
覧
に
必
要
な
も
の　

閲
覧
さ

れ
る
方
の
印
鑑
ま
た
は
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
法

人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任
状

が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
等
に
つ
い
て

は
、
契
約
書
等
の
権
利
関
係
が
わ

か
る
資
料
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　
【
閲
覧
手
数
料
】
１

回
に
つ
き
２
０
０
円
（
４
月
２
日

〜
５
月
31
日
の
土
地
・
家
屋
の
価

格
等
の
縦
覧
期
間
中
は
無
料
）

【
台
帳
の
写
し
の
交
付
手
数
料
】

１
枚
に
つ
き
２
０
０
円

※
非
課
税
お
よ
び
免
税
点
未
満
に

よ
り
課
税
さ
れ
な
い
土
地
や
家
屋

に
つ
い
て
は
、
縦
覧
帳
簿
に
記
載

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
で
き
る
方　

市
内
の
土
地

お
よ
び
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、

納
税
義
務
者
の
代
理
人

※
市
内
に
土
地
お
よ
び
家
屋
を
所

有
し
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
非
課

税
等
に
よ
り
課
税
さ
れ
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
２
日
〜
５
月

31
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

き
ま
す
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
、
納
税

者
の
方
が
、
自
分
の
所
有
す
る
資

産
の
評
価
額
と
市
内
の
他
の
資
産

の
評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ご
本
人
の
資
産
に
対
す
る
評

価
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま

す
。

■
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

•
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

•
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格
）

５
時
15
分

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
、

支
所
・
出
張
所

※
期
間
中
の
木
曜
日
は
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
の
窓
口
の
み
、
午

後
７
時
ま
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の　

縦
覧
さ

れ
る
方
の
印
鑑
ま
た
は
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
法

人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任
状

が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

無
料
（
コ
ピ
ー
は
で

き
ま
せ
ん
）

□
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の
縦
覧

固
定
資
産
税

問
い
合
わ
せ　

税
務
課（
２
５
・
３
４
８
５
）

総
合
事
務
所
市
民
生
活
課

は
無
料
で
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す

４
月
２
日
〜
５
月
31
日
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春
の
花
い
っ
ぱ
いコ

ン
ク
ー
ル

　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
一
年
を
通
じ
て

花
に
あ
ふ
れ
た
萩
づ
く
り
と
、
花

に
よ
る
市
民
の
緑
化
意
識
の
高
揚

を
目
指
し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
花
壇
部
門

•
個
人
の
部　

個
人
で
管
理
さ
れ

て
い
る
花
壇

•
地
域
・
職
域
団
体
の
部　

各
地

域
や
事
業
所
等
で
管
理
さ
れ
て
い

る
花
壇

•
学
校
花
壇
の
部　

学
校
で
管
理

さ
れ
て
い
る
花
壇

※
い
ず
れ
も
合
計
面
積
20
㎡
以
上

の
花
壇
が
対
象
で
す

◯
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
以
下
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど
、
誰
も
が
自
由
に
観

賞
で
き
る
場
所
に
花
を
飾
っ
て
い

る
個
人
や
団
体

■
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）
の
美
し
さ
、
花
壇
の

育
成
状
況
、
花
壇
づ
く
り
の
創
意

工
夫
な
ど

■
審
査
日　

４
月
13
日
（
金
）

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会　

■
申
込
方
法　

３
月
30
日
ま
で

に
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
都
市
計
画
課
・

各
地
域
事
務
所
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
不
可
）

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。（
他

薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市

都
市
計
画
課
花
と
緑
の
推
進
係

（
２
５
・
３
６
４
４
）

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

消
費
生
活
の
実
態
や
消
費
者
行

政
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■
任
期　

５
月
１
日
〜
平
成
20
年

３
月
31
日

■
活
動
内
容　

消
費
者
と
し
て
の

意
見
の
提
出
、
価
格
調
査
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
へ
の
協
力
、
研
修
会
等

へ
の
参
加

■
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
民

で
、
市
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等

に
参
加
で
き
る
方

■
活
動
費　

年
額
１
万
円

■
申
込
方
法　

３
月
30
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
応
募
動
機
を
簡
単
に
記
入
の

う
え
、
市
民
活
動
推
進
課
へ
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
市

民
活
動
推
進
課
（
２
５
･
３
３
７

３
）　

山
口
県
健
康
福
祉
祭

競
技
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
将

棋
・
囲
碁
大
会
の
参
加
者

　

成
績
上
位
者
は
11
月
10
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
「
第
20
回
全
国
健
康

福
祉
祭
い
ば
ら
き
大
会
」
に
出
場

し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
24
日
（
木
）　

■
と
こ
ろ　

山
口
県
維
新
百
年
記

念
公
園
ほ
か
（
山
口
市
）

■
参
加
資
格　

60
歳
以
上
（
昭
和

23
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）

■
種
目　

卓
球
（
シ
ン
グ
ル
ス
）、

テ
ニ
ス
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス
）、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男

子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・

混
合
ダ
ブ
ル
ス
）、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
（
男
子
）、
ペ
タ
ン
ク
、
弓
道
、

剣
道
、
囲
碁
、
将
棋

■
申
込
方
法　

４
月
11
日
ま
で

　生後３か月以上の飼い犬は毎年１回、狂犬病予防注射を受けるこ
とが法律で義務付けられています。また、新たに生後３か月以上の
犬を飼うときは、犬の生涯に一度の登録をしなければなりません。
　市では、狂犬病予防注射と犬の登録受付を４月、５月に実施しま
す。都合の良い実施場所で受けて下さい。

問い合わせ
環境衛生課（２５･３１４６）または各総合事務所市民生活課

　実施の場所・時間について
は、「注射日程表」を送付しま
す。また、「注射受付票」を送
付しますので、必ず受付票を
ご持参のうえ、予防注射を受
けて下さい。
■料金（１頭につき）
2,950 円（注射料金 2,400 円、
注射済票交付手数料 550 円）

★犬の飼い主（登録済）の方へ
　実施の場所・時間などにつ
いては、市役所または各総合
事務所で確認して下さい。
■料金（１頭につき）
5,950 円（登録料金 3,000 円、
注射料金 2,400 円、注射済
票交付手数料 550 円）

★新規に犬を飼われる方へ

２日（月）　　　大島
３日（火）〜５日（木）萩地域
６日（金）　　　むつみ地域
９日（月）　　　相島
10 日（火）、11 日（水）萩地域

12 日（木）　　 見島
18 日（水）、19 日（木）福栄地域
20 日（金）　　 川上地域
23 日（月）、24 日（火）旭地域
25 日（水）、26 日（木）須佐地域

２日（水）　　　田万川地域

４　

月

４　

月

５
月

★地域別予防注射日

犬の飼い主の皆さんへ
狂犬病予防注射を実施します
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に
、
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

介
護
保
険
課
（
２
５
・
３
１
３
７
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉

課柑
き
つ
長
期
講
習
会

　

夏
み
か
ん
を
は
じ
め
と
し
た
柑

き
つ
栽
培
の
技
術
向
上
を
目
的
と

し
た
講
習
会
で
す
。

■
と
き　

４
月
〜
平
成
20
年
３
月

の
原
則
と
し
て
平
日
の
午
前
中

（
計
９
回
開
催
予
定
）

■
と
こ
ろ　

萩
柑
き
つ
試
験
場
ほ

か■
内
容　

接
木
・
剪
定
・
病
害
虫

防
除
・
土
壌
管
理
等

■
講
師　

萩
柑
き
つ
試
験
場
研
究

員
、
萩
農
林
事
務
所
農
業
部
員
、

全
農
や
ま
ぐ
ち
技
術
員
等

■
対
象
者　

柑
き
つ
栽
培
農
家
ま

た
は
今
後
栽
培
予
定
の
方

■
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円

■
主
催　

山
口
県
柑
橘
同
志
会
長

北
支
部

申
し
込
み

４
月
６
日
ま
で
に
、
萩
地
域
農
林

事
務
所
（
２
５
・
３
１
３
８
）
へ

 

サ
ン
ラ
イ
フ
萩　講

座
受
講
生

　

ア
ジ
ア
の
文
化
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

○
太
極
拳
教
室

　

留
学
生
に
よ
る
本
場
中
国
の
二

四
式
太
極
拳
の
入
門
講
座
で
す
。

■
開
講
日　

４
月
８
日
〜
平
成
20

年
３
月
末
の
毎
週
日
曜
日
午
後
４

時
30
分
〜
６
時

■
受
講
料　

月
額
３
０
０
０
円

（
月
４
回
）

■
定
員　

15
人

■
申
込
締
切　

３
月
31
日

○
社
会
人
韓
国
語
講
座

　

韓
国
語
を
初
め
て
習
う
方
（
入

門
）、
多
少
習
っ
た
こ
と
が
あ
る

方
（
初
級
）
向
け
の
講
座
で
す
。

■
開
講
日　

４
月
19
日
か
ら
毎
週

木
曜
日
（
全
15
回
）

•
入
門　

午
後
６
時
50
分
〜
７
時

50
分

•
初
級　

午
後
７
時
50
分
〜
８
時

50
分

■
講
師　

李イ

文ム
ン
サ
ン相
（
萩
国
際
大
学

講
師
）

■
受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円

作業種別 金額

耕運

荒起こし 10a 当たり　6,900 円
くれ返し 10a 当たり　5,300 円
ディスクハロー 10a 当たり　5,000 円
荒代 10a 当たり　6,700 円
植代 10a 当たり　7,200 円

機械田植 10a 当たり　5,900 円
※ほとり植え・苗運搬は別

稲刈
バインダー

10a 当たり　9,200 円
※廻り刈りは別、ひも代は機械所有
者持ち

コンバイン 10a 当たり　18,900 円
※廻り刈り・もみ運搬は別

ハーベスター 10a 当たり　9,200 円

防除作業 10a 当たり　1,500 円
（動力散粉機による防除）※農薬は別

乾燥・調製

60 ㎏当たり　900～1,100 円
（はぜ干し）
60 ㎏当たり　1,600～2,000 円

（なま）

育苗

1 箱当たり　500 円
（発芽  種子代含む）
1 箱当たり　650 円

（緑芽  種子代含む）
田植賃金 8 時間　7,000 円

農作業賃金
（８時間当たり）

重作業　7,400 円
（30 ㎏を扱う作業：男性のみ）
その他作業　5,600 円

　

萩
市
東
農
業
委
員
会
で
は
、

農
作
業
受
委
託
の
目
安
と
し

て
、
左
表
の
と
お
り
標
準
額
を

定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
料
金
は
あ
く
ま
で
標
準

額
で
す
の
で
、
作
業
内
容
や
作

業
条
件
、
ほ
場
条
件
等
に
よ
り

双
方
協
議
の
う
え
、
料
金
を
決

定
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他

の
作
業
従
事
者
と
の
不
均
衡
が

農
作
業
等
賃
金
標
準
額

平成19年

生
じ
な
い
よ
う
に
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
東
農
業
委
員
会　
　
　
　

（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
４
０
０
）

田
万
川
・
む
つ
み

須
佐
・
福
栄
地
域

（
全
15
回
分
）、
教
科
書
代
別
途
２

０
０
０
円
程
度

■
定
員　

入
門
15
人
、
初
級
若
干

名■
申
込
締
切　

４
月
９
日

■
申
込
方
法　

い
ず
れ
も
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
サ
ン
ラ

イ
フ
萩
へ
郵
送

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
２
５　

萩

市
土
原
５
２
６
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

（
２
６
・
１
３
３
３
）
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自
然
観
察
会

　

植
物
を
観
察
し
な
が
ら
、
一
緒

に
山
歩
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
８
日
（
日
）
午
前

８
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

島
根
県
浜
田
市
周
布

大た
い
ま麻

山

■
集
合　

午
前
８
時
ま
で
に
市
役

所
本
庁
前
駐
車
場

■
講
師　

永
井
要よ
う
め
い明
（
自
然
観
察

指
導
員
）

■
対
象
者　

市
民
一
般

■
持
参
品　

弁
当
･
水
筒
・
手
帳

･
図
鑑
･
雨
具
な
ど

■
参
加
料　

３
５
０
０
円
（
バ
ス

･
傷
害
保
険
代
）

※
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

主
催
･
申
し
込
み

４
月
５
日
ま
で
に
、
北
浦
自
然
観

察
会
（
０
９
０
・
８
２
４
０
・
９
７

８
５
）
永
井
へ

不
動
産
表
示
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
会

■
と
き　

４
月
１
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

【
土
地
】
分
筆
・
合が
っ
ぴ
つ筆

、地
目
変
更
、

土
地
の
面
積
等
の
更
正
、
土
地
の

境
界

【
建
物
】
新
築
・
増
築
、
取
り
こ

わ
し
、
分
割
、
区
分
等

■
相
談
員　

山
口
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
会
員

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会　
　

　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
５
９
７
５
）

萩
市
長
杯
争
奪
市
内
高
等

学
校
硬
式
野
球
大
会

　

萩
、
萩
商
工
の
硬
式
野
球
部
が

対
戦
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
１
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ス
タ
ジ
ア
ム

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
（
２
５
･
７
３
１
１
）

■とき　４月 18 日〜７月 11 日の毎週水曜日
の午後７時〜９時（５月２日は除く。計 12 回）
■ところ　サンライフ萩
■内容　初級Ⅰ・Ⅱ
■講師　市民ボランティア
■受講料　無料（登録料として５００円必要）
※申し込み不要（開講日に直接会場にお越しください）

主催・問い合わせ
財団法人山口県国際交流協会
　　　　　　　　（０８３･９２５･７３５３）

■First Term： Every Wednesday between 
7:00 PM and 9:00 PM from April 18th to 
July 11th (Total 12 times)
■Place： Recreation Center “Sun-Life Hagi”
■Course： Beginners' Ⅰ & Ⅱ
■Tuition：Free (500 yen is charged for 
one-term enrollment.)
■Pre-resistration  Free
■Sponso r  and  Inqu i r y： Yamaguch i 
International Exchange Association
　　　　　  （ＴＥＬ０８３･９２５･７３５３） 

Japanese Language Course for Foreigners
~Why don’t  you study Japanese with us！~

外国人のための日本語講座

萩
市
民
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
萩
地
域
予
選
大
会

　

１
部
・
２
部
の
優
勝
・
準
優
勝

チ
ー
ム
は
、
６
月
17
日
の
各
地
域

代
表
決
勝
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
15
日
（
日
）、
22

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
多
目
的
広
場

■
対
象
者　

萩
地
域
在
住
の
社
会

人■
チ
ー
ム
編
成　

原
則
と
し
て
行

政
区
単
位
で
す
が
、
チ
ー
ム
編
成

が
困
難
な
場
合
は
隣
接
行
政
区
と

の
出
場
も
で
き
ま
す
。

•
１
部　

年
齢
制
限
な
し
。
24
歳

以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
出
場

可
。
ま
た
、
36
歳
以
上
の
選
手
が

常
時
１
人
以
上
出
場
の
こ
と
。

•
２
部　

40
歳
以
上
。
た
だ
し
、

50
歳
以
上
の
選
手
が
常
時
３
人
以

上
出
場
の
こ
と
。

■
申
込
方
法　

３
月
22
日
ま
で
に
、

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

※
川
上
・
田
万
川
・
む
つ
み
・
旭
・

須
佐
・
福
栄
の
各
地
域
予
選
は
調

整
中
で
す
。
詳
し
く
は
各
地
域
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

椿
展

■
と
き　

３
月
23
日
（
金
）
〜
25

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

鉢
物
･
園
芸
種
･
椿
切

り
花
展
示
、
椿
苗
木
即
売
、
椿
相

談
コ
ー
ナ
ー		



　

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会　

	

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
１
１
）
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ツイン・シネマ 上映案内

●大奥　　     〜３月16日
●愛の流刑地   〜３月16日
●マリー・アントワネット
　　　　　　　〜４月６日
●ナイトミュージアム（吹替版）
　　　　　     ３月17日〜
●どろろ３月24日〜４月20日

24 時間上映案内
（ＴＥＬ２６・６７０６）

※火曜日休館

い
け
ば
な
展　

悠
久
の
時

■
と
き　

３
月
24
日
（
土
）、
25

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
25
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

伊
藤
博
文
別
邸

■
内
容　

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た「
床
の
間
の
花
の
形
」

生
花
を
中
心
に
創
作
展
示

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

未
生
流
中
山
文
甫
会
萩
支
部

（
２
５
・
０
９
８
６
）
長
岡

図
書
館
春
休
み
特
別
行
事

◆
は
・
は
・
は
る
だ
よ

■
内
容　

人
形
劇
「
ね
ず
み
の
す

も
う
」
や
手
遊
び
な
ど

■
演
者　

ジ
ョ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
萩

「
草
の
芽
」

■
対
象
者　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

【
わ
く
わ
く
子
ど
も
図
書
館
】

•
と
き　

３
月
24
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
３
時

•
定
員　

50
人
程
度

【
須
佐
図
書
館
】

•
と
き　

３
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
10
分

•
定
員　

30
人
程
度

主
催
･
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

須
佐
図
書
館

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

◆
お
も
し
ろ
石
こ
ろ
ア
ー
ト

■
と
き　

３
月
29
日
（
木
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

須
佐
図
書
館

■
内
容　

ア
ク
リ
ル
絵
具
を
使
っ

て
石
に
た
の
し
い
お
絵
描
き

■
講
師　

河
村
ゆ
み
子
（
須
佐
湾

エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
勤
務
）

■
対
象　

小
学
生

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
品　

絵
具
拭
き
用
雑
巾

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

主
催
･
申
し
込
み

須
佐
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

自
然
の
写
真
展

　

平
成
10
年
以
降
の
北
浦
自
然
観

察
会
の
活
動
の
中
で
撮
影
し
た
、

植
物
･
風
景
を
中
心
と
し
た
写
真

展
で
す
。
名
勝
「
長
門
峡
」
に
つ

い
て
は
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
27
日
（
火
）
〜
４

月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

北
浦
自
然
観
察
会
（
２
２
・
５
４

７
５
）
永
井

池
坊
中
国
五
県
連
合
花
展

花
と
歴
史
in
萩

■
と
き　

４
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
、
２
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
内
容　

会
員
に
よ
る
い
け
ば
な

作
品
３
４
１
瓶ぱ
い

の
展
示

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

華
道
家
元
池
坊
中
国
五

県
連
合
支
部

問
い
合
わ
せ

池
坊
萩
支
部
（
２
５
・
７
５
７
８
）

神
崎

萩
劇
場
公
演

　

田
町
商
店
街
の
活
気
を
取
り
戻

す
恒
例
企
画
。
今
回
は
、
鹿
島
劇

団
に
よ
る
新
舞
踊
「
華
の
絵
巻
」、

「
笑
い
と
涙
の
人
情
芝
居
」
を
上

演
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
劇
場
（
た
ま
ち
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）

■
ゲ
ス
ト　

藤
咲
ま
こ

■
入
場
料　

１
０
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

田
町
商
店
街

事
務
局
、
萩
お
み
や
げ
博
物
館
、

市
役
所
本
庁
案
内
係

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
浦
音
楽
芸
能
文
化
協
会

　
　
　
　
　
（
２
２
・
６
５
４
５
）

ぼ
ん
ぼ
り
流
し
雛
、

流
し
雛

　

現
在
、
旧
久
保
田
家
住
宅
な
ど

市
内
10
か
所
で
開
催
中
の
「
萩
城

下
の
古
き
雛
た
ち
」
の
最
終
日
に

合
わ
せ
て
流
し
雛
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
日
の
夕
方
に
は
雛
を

描
い
た
１
０
０
基
あ
ま
り
の「
ぼ
ん

ぼ
り
」に
火
を
灯
し
て
流
し
ま
す
。

◯
ぼ
ん
ぼ
り
流
し
雛

■
と
き　

４
月
２
日
（
月
）
午
後

６
時
30
分
〜
７
時
30
分

◯
流
し
雛

■
と
き　

４
月
３
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
藍
場
川
沿

い
（
旧
湯
川
家
屋
敷
前
〜
桂
太
郎

旧
宅
前
）

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

寄
付

○
成
和
産
業
株
式
会
社（
代
表
取

締
役
社
長　

高
橋
英
富
）か
ら
、
車

椅
子
３
台
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

○
中
町
守
男
氏
（
江
崎
）
か
ら
、

山
縣
伊
三
郎
書　

扁
額
一
架
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

○
昭
和
33
年
３
月
越
ヶ
浜
中
学
校

卒
業
生
（
代
表　

阿
部
世
根
造
）

か
ら
、笠
山
地
区
の
緑
化
の
た
め

に
、カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
40
本
と
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
７
本
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

○
厚
東
満
氏（
静
岡
県
）か
ら
、
市

内
の
緑
化
の
た
め
、
カ
ワ
ヅ
ザ
ク

ラ
60
本
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

○
財
団
法
人
町
原
報
恩
会
（
理
事

長　

町
原
裕
貞
）
か
ら
、
救
護
所

に
電
気
衣
類
乾
燥
機
１
台
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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co
n

d
o

len
ce

co
n

g
ratu

latio
n

慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※２月16日〜２月28日受付分

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成19年２月末日）
　人口／58,363人（前月比−69）　男／26,906人（前月比−22）　
　女／31,457人（前月比−47）　世帯数／24,636世帯（前月比−7）
　出生／28人　死亡／64人（２月分）

ホワイトデーに合わせ幸せ呼ぶ白ナマコ

　萩・笠山の椿群生林が見ごろを迎える２月から、
見島沖でマフグ漁が本格化します。マフグはトラ
フグに比べるとやや小型で、体の表面にトゲがな
く、なめらかなことから「ナメタ」または「ナメ
ラ」とよばれ、古くから親しまれてきました。
　よくトラフグと比較をされますがマフグは、身
の色が美しい飴

あめ

色で、深い旨みがあり、地元漁師
さんの中には「味の点ではトラフグより、マフグ
が勝る」とおっしゃる方も少なくありません。ト
ラフグが「フグの王様」とすれば、さしずめマフ
グは「フグの女王様」。味はそれぞれのお好みと
いったところです。しかもお値段は天然トラフグ
の５分の１以下。マフグは全て天然物。漁師さん
が大切に扱い、港まで活魚で運ばれます。
　３月25日（日）午前10時から萩しーまーと周辺
で「萩の真ふぐ祭り」が開催されます。

〜天然フグの女王〜

（なめたふぐ）

－萩博物館に展示－

マフグ

　大島で白いナマコが捕獲され、萩博物館の情報
センター（無料ゾーン）の水槽で展示されていま
す。食用のマナマコが突然変異で白くなったもの
で、３月14日のホワイトデーに合わせて、「幸
せを呼ぶ白いナ
マコ」と命名。
ゆっくりと対面
して、願い事を
ささやいてみて
は・・・。
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